
一

中條良蔵著『御陵并帝陵内歟与御沙汰之場所奉見伺書附』について

中
條
良
蔵
著
『
御
陵
并
帝
陵
内
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附
』
に
つ
い
て

外　

池　
　
　

昇

　

は
じ
め
に

一　

研
究
史
に
み
る
『
書
附
』
の
位
置
付
け

　

1　

後
藤
秀
穂
著
『
皇
陵
史
稿
』

　

2　

高
市
郡
役
所
編
『
高
市
郡
古
墳
誌
』

　

3　

星
野
良
作
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』

二　
『
書
附
』
の
最
重
点
項
目

　

お
わ
り
に

　

註
史
料
編

　
【
原
文
】

　
【
現
代
文
】



二

は
じ
め
に

　

中
條
良
蔵
（
寛
政
十
二
年
五
月
二
十
三
日
～
慶
応
四
年
四
月
二
十
四
日
）
に
よ
る
安
政
二
年
四
月
『
御
陵
并

帝
陵
内
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附（

1
）』（

以
下
、『
書
附
』
と
い
う
）
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
新
た
な
神

武
天
皇
陵
の
造
営
に
関
す
る
史
料
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
『
書
附
』
な
ら
び
に
そ
れ
を
著
し
た
中
條
良
蔵
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
す
で
に
『
神
武
天
皇
の
歴
史

学
』（
令
和
六
年
一
月
、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）（
以
下
、
前
著
と
い
う
）
を
著
し
、
中
條
良
蔵
が
『
書
附
』
を

著
し
た
最
大
の
眼
目
が
新
た
に
神
武
天
皇
陵
が
造
営
さ
れ
る
場
所
が
「
神
武
田
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す

る
こ
と
と
、
そ
こ
で
祭
祀
が
継
続
さ
れ
得
る
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た（

2
）。

こ
の
こ
と
は
『
書

附
』
の
全
編
を
通
読
し
さ
え
す
れ
ば
極
め
て
明
瞭
な
こ
と
な
の
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
以
下
に
取

り
上
げ
る
三
点
の
著
作
で
は
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
『
書
附
』
を
位
置
付
け
て
は
い
な
い
。
そ
の
三
点
の

著
作
と
い
う
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
以
下
に
発
行
順
に
1
～
3
と
し
て
掲
げ
る
。

1
後
藤
秀
穂
著
『
皇
陵
史
稿
』（
大
正
二
年
十
一
月
、
木
本
事
務
所
）

2�
高
市
郡
役
所
編
『
高
市
郡
古
墳
誌
』（
大
正
十
二
年
三
月
、
高
市
郡
役
所
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
に
名
著

出
版
よ
り
復
刻
）

3
星
野
良
作
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』（
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
、
吉
川
弘
文
館
）



三

中條良蔵著『御陵并帝陵内歟与御沙汰之場所奉見伺書附』について

　

な
お
、『
書
附
』
に
つ
い
て
は
、
前
著
と
同
じ
く
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
『
神
武
天
皇
御
陵
御
沙

汰
之
場
所
奉
見
伺
候
書
附（

3
）』

函
架
番
号
（
柳
―
九
七
七
）
に
拠
る
。

一
　
研
究
史
に
み
る
『
書
附
』
の
位
置
付
け

　

以
下
、「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
1
～
3
に
つ
い
て
順
に
論
じ
る
。

1
　
後
藤
秀
穂
著
『
皇
陵
史
稿
』

　
『
皇
陵
史
稿
』
の
著
者
後
藤
秀
穂
（
粛
堂
）
に
つ
い
て
は
、
千
葉
功
著
『
南
北
朝
正
閏
問
題
―
歴
史
を
め
ぐ

る
明
治
末
の
政
争
―
』（
二
〇
二
三
年
七
月
、
筑
摩
選
書
）
が
大
日
本
国
体
擁
護
団
の
結
成
に
加
わ
っ
た
人
物

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
最
近
の
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
そ
の
著
『
皇
陵
史

稿
』
と
の
関
係
に
焦
点
を
絞
っ
て
述
べ
る
。

　

後
藤
秀
穂
は
、
大
正
二
年
の
「
初
夏
」
に
大
和
に
木
本
光
三
郎
を
訪
れ
て
「
皇
陵
探
求
」
の
た
め
現
地
調
査

を
し
、
ま
た
、
大
木
伯
爵
（
遠
吉
）
の
紹
介
を
得
て
柳
澤
保や
す

恵と
し

に
よ
っ
て
柳
澤
家
の
「
秘
書
及
び
旧
記
」
の

閲
覧
を
許
さ
れ
、
こ
れ
を
主
な
史
料
と
し
て
『
皇
陵
史
稿
』
を
著
し
た
と
い
う（

4
）。

　

そ
の
『
皇
陵
史
稿
』
は
計
三
カ
所
で
『
書
附
』
を
引
用
し
て
い
る
。



四

　

一
カ
所
目
は
そ
の
第
五
章
「
元
禄
修
陵
」
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、「
此
時
（
引
用
註
、
元
禄
の
修
陵
に
際
し

て
畝
傍
山
周
辺
の
）
各
町
村
に
命
じ
て
、
そ
の
地
所
在
御
陵
に
就
て
の
覺
書
を
提
出
せ
し
む
、
安
政
二
年
四

月
、
奈
良
奉
行
所
與
力
中
條
良
藏
等
よ
り
幕
府
へ
差
出
し
た
る
、
神
武
帝
陵
に
關
す
る
意
見
書
の
中
に
」
と
し

て
『
書
附
』
に
触
れ
、
後
掲
史
料
の
現
代
文
P
（
元
禄
の
修
陵
①
）
の
箇
所
か
ら
、
元
禄
十
年
九
月
十
六
日
の

高
市
郡
四
条
村
・
小こ

泉せ

堂ど
う

村
の
役
人
が
差
し
出
し
た
書
面
の
内
容
を
原
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る（

5
）。

　

二
カ
所
目
は
同
じ
く
第
十
一
章
「
神
武
帝
陵
」
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、「
安
政
二
年
四
月
、
奈
良
奉
行
所
付

與
力
、
中
條
良
藏
等
よ
り
、
幕
府
へ
差
出
し
た
る
「
御
陵
並
帝
陵
内
か
と
御
沙
汰
之
場
所
奉
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レ
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伺
候
書
附
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」

の
中
に
」
と
し
て
『
書
附
』
を
提
示
し
、
後
掲
史
料
の
現
代
文
訳
P
（
元
禄
の
修
陵
①
）
の
箇
所
か
ら
、
元
禄

十
年
九
月
十
六
日
の
高
市
郡
四
条
村
・
小
泉
堂
村
の
役
人
が
差
し
出
し
た
書
面
の
内
容
と
、
神
武
天
皇
陵
が
塚

山
に
決
ま
っ
た
こ
と
、
そ
の
際
山
本
村
の
役
人
が
「
丸
山
」
と
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
の
で

別
段
取
り
調
べ
は
な
か
っ
た
こ
と
を
原
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る（

6
）。

　

三
カ
所
目
は
や
は
り
同
章
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、「
大
和
は
、
奈
良
奉
行
所
與
力
、
中
條
良
藏
、
羽
田
半
之

丞
主
と
し
て
、
同
心
四
人
、
考
説
方
北
浦
定
政
、
繪
師
岡
本
桃
里
等
、
下
人
共
總
て
二
十
人
、
國
中
御
陵
を
巡

回
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
此
年
安
政

二
年
四
月
、
幕
府
に
提
出
し
た
る
」
と
し
て
『
書
附
』
を
取
り
上
げ
、
後
掲

史
料
の
現
代
文
訳
A
（
表
題
）
の
一
部
と
C
（
ミ
サ
ン
サ
イ
の
概
況
）
中
の
冒
頭
か
ら
同
地
が
「
霊
域
」
の
地

で
あ
る
こ
と
を
示
す
伝
承
や
そ
れ
が
死
人
ま
で
出
す
祟
り
に
つ
い
て
の
記
述
を
原
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る（

7
）。



五

中條良蔵著『御陵并帝陵内歟与御沙汰之場所奉見伺書附』について

　

そ
う
し
て
み
る
と
後
藤
秀
穂
著
『
皇
陵
史
稿
』
は
、『
書
附
』
を
、
元
禄
の
修
陵
の
際
の
奈
良
奉
行
所
に
よ

る
四
条
村
・
小
泉
堂
村
役
人
の
取
り
調
べ
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
と
、
安
政
年
間
に
お
け
る
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」

の
様
子
お
よ
び
同
地
を
め
ぐ
る
伝
承
を
示
す
史
料
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
高
市
郡
役
所
編
『
高
市
郡
古
墳
誌
』

　
『
高
市
郡
古
墳
誌
』
は
同
郡
内
の
古
墳
に
つ
い
て
、
大
正
十
一
年
九
月
末
現
在
に
お
け
る
「
現
況
」
な
ら
び

に
考
証
を
載
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
古
墳
に
は
陵
墓
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
稿
で
注
目
し
て
い
る
神

武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
る
。
な
お
、『
高
市
郡
古
墳
誌
』
と
前
後
し
て
同
じ
く
高
市
郡
役
所
よ
り
『
高

市
郡
志
料
』（
大
正
四
年
九
月
）・『
高
市
郡
神
社
志
』（
大
正
十
一
年
八
月
）・『
高
市
郡
寺
院
志
』（
大
正
十
三

年
三
月
）
も
発
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
に
名
著
出
版
よ
り
覆
刻
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
『
高
市
郡
古
墳
誌
』
は
、
一
カ
所
で
『
書
附
』
を
引
用
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
第
二
章
「
御
陵
墓
」
の
「
神
武
天
皇
畝
傍
山
東
北
陵
」
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、「
當
時
の
（
註
、
天

皇
陵
の
）
調
査
係
は
主
任
奈
良
奉
行
所
與
力
中
條
良
藏
、
羽
田
半
之
烝
（
丞
）外

四
人
、
考
説
方
北
浦
定
政
、
繪
師

十
市
郡
櫻
井
村
岡
本
桃
里
等
下
人
共
總
て
二
十
人
で
あ
つ
た
。
斯
く
て
右
調
査
結
了
し
て
、
安
政
二
年
四
月
、

幕
府
に
復
命
書
を
提
出
し
た
が
、
其
の
中
に
就
い
て
當
陵
（
引
用
註
、
神
武
天
皇
陵
）
に
關
す
る
も
の
を
抜
萃



六

す
る
と
」
と
し
て
『
書
附
』
の
内
容
に
触
れ
、
後
掲
史
料
の
現
代
文
A
（
表
題
）
と
C
（
ミ
サ
ン
サ
イ
の
概

況
）
と
、
X
（
祭
祀
）
中
の
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
ま
た
は
「
神
武
田
」
は
「
御
尊
骸
」
を
葬
っ
た
「
御
山
陵
」

と
思
わ
れ
る
と
す
る
部
分
か
ら
、（
神
武
天
皇
陵
の
）
兆
域
を
東
西
一
丁
・
南
北
二
丁
に
生
垣
で
囲
む
と
す
る

部
分
ま
で
を
原
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る（

8
）。

　

そ
う
し
て
み
る
と
『
高
市
郡
古
墳
誌
』
は
、『
書
附
』
を
安
政
年
間
に
お
け
る
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
様
子
お

よ
び
同
地
を
め
ぐ
る
伝
承
に
つ
い
て
と
、
同
地
に
造
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
神
武
天
皇
陵
へ
の
祭
祀

た
め
の
施
設
の
整
備
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
史
料
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
星
野
良
作
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』

　
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
の
著
者
星
野
良
作
は
日
本
古
代
史
を
専
攻
し
、
そ
の
著
作
と
し
て
数
多
の
著
書
・
論

文
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
の
学
界
に
あ
っ
て
は
神
武
天
皇
を
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
著
さ
れ

た
そ
の
ま
ま
の
形
で
古
代
史
研
究
の
主
題
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
星
野
良
作
は
手
順
を
尽

し
慎
重
に
言
葉
を
選
び
つ
つ
、
古
代
史
上
の
み
な
ら
ず
日
本
史
全
般
に
中
に
神
武
天
皇
を
位
置
付
け
、
殊
に
神

武
天
皇
陵
に
つ
い
て
は
充
分
な
ペ
ー
ジ
を
充
て
て
お
り
、
実
証
的
な
議
論
を
尽
し
て
い
る
。

　

そ
の
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
は
、
計
三
カ
所
で
『
書
附
』
を
引
用
し
て
い
る
。

　

一
カ
所
目
は
第
一
「
神
武
天
皇
回
顧
の
研
究
」
三
「
神
武
天
皇
陵
の
研
究
」
の
「
元
禄
の
修
陵
と
神
武
陵
」



七

中條良蔵著『御陵并帝陵内歟与御沙汰之場所奉見伺書附』について

に
お
い
て
で
あ
っ
て
、「
塚
山
採
用
（
引
用
註
、
四
条
村
の
「
塚
山
」
を
神
武
天
皇
陵
と
し
た
こ
と
）
の
事
情

に
つ
い
て
は
、
安
政
の
帝
陵
取
締
ま
り
の
際
、
奈
良
町マ
マ

奉
行
所
与
力
中
ち
ゆ
う

条
じ
よ
う

良
り
よ
う

蔵ぞ
う

（
一
八
〇
〇
―
六
八
）
ら

の
神
武
陵
調
査
報
告
書
「
神
武
帝
陵
内
歟
之
場
所
取
調
之
伺
書
」（
安
政
二
〔
一
八
五
五
〕
年
〈
推
定
〉
二
月

六
日
付
、
戸
田
能
登
守
・
脇
坂
淡
路
守
『
神
武
帝
陵
取
調
書
』
所
収
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
写
本
、
以
下
「
伺

書
」
と
記
す
。
な
お
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
文
の
「
御
陵
幷
帝
陵
内
歟
と
御
沙
汰
之
場
所
奉
二
見
伺
一
候
書
付
」

〈
安
政
二
年
四
月
、
幕
府
へ
の
報
告
書
〉
と
題
す
る
写
本
が
、『
神
武
天
皇
御
陵
儀
御
沙
汰
之
場
所
奉
二
見
伺
一

候
書
付
』
と
『
大
和
国
諸
陵
』
に
収
め
ら
れ
、
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
て
い
る
）
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
見
え
て
い

る
」
と
し
て
『
書
附
』
の
内
容
に
触
れ
、
後
掲
史
料
の
現
代
文
P
（
元
禄
の
修
陵
①
）
の
箇
所
中
、
元
禄
十
年

九
月
十
六
日
の
高
市
郡
四
条
村
・
小
泉
堂
村
の
役
人
が
差
し
出
し
た
書
面
の
内
容
と
、
神
武
天
皇
陵
が
塚
山
に

決
ま
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
際
山
本
村
の
役
人
が
「
丸
山
」
と
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
の
で
別

段
取
り
調
べ
は
な
か
っ
た
こ
と
を
原
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る（

9
）。

　

二
カ
所
目
は
や
は
り
第
一
「
神
武
天
皇
回
顧
の
研
究
」
三
「
神
武
天
皇
陵
の
研
究
」
の
「
塚
山
神
武
陵
の
変

遷
」
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、「
前
掲
「
伺
書
」
に
よ
れ
ば
、
間
も
な
く
神
武
陵
の
保
護
は
民
間
の
篤
志
家
の
手

に
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
し
て
『
書
附
』
を
取
り
上
げ
、
後
掲
史
料
の
現
代
文
B
（
塚
山
の
概
況
）
中
の
、

文
化
五
年
十
月
の
高
市
郡
畑
村
の
弥
三
郎
の
石
燈
籠
の
寄
付
に
つ
い
て
の
部
分
、
文
政
八
年
三
月
の
「
道
嶋
」

の
医
業
渡
世
の
三
上
大
助
と
同
人
方
同
居
の
弟
子
十
市
藤
三
郎
の
石
柵
垣
と
石
灯
籠
一
基
の
寄
附
の
部
分
、
大



八

助
と
藤
三
郎
の
名
が
記
さ
れ
た
建
石
を
取
り
払
っ
た
部
分
を
、
現
代
文
を
主
体
と
し
つ
つ
部
分
的
に
は
「　

」

内
に
原
文
を
引
用
し
て
い
る（
10
）。

　

三
カ
所
目
は
や
は
り
第
一
「
神
武
天
皇
回
顧
の
研
究
」
の
四
「
神
武
天
皇
陵
論
争
」
の
「
安
政
の
神
武
田
調

査
」
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、「
い
っ
ぽ
う
神
武
田
説
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
四
）
の
垂
仁
陵
盗
掘
事
件
を
契

機
に
実
施
さ
れ
た
安
政
の
探
索
に
よ
っ
て
脚
光
を
浴
び
、
に
わ
か
に
有
力
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
九

月
、
幕
府
は
京
都
所
司
代
と
奈
良
町マ
マ

奉
行
に
山
陵
の
取
締
り
を
命
じ
た
が
、
そ
の
際
と
く
に
奈
良
町マ
マ

奉
行
に

は
、「
古
来
、
神
武
帝
陵
内
歟
と
相
決
候
場
所
、
只
今
は
田
方
に
相
成
、
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
、
或
は
神
武
田
抔
と

唱
候
場
所
有
レ
之
哉
之
由
相
聞
候
間
、
被
二
相
糺
一
相
違
も
無
之
候
は
ゞ
、
旧
跡
相
残
候
所
の
み
に
て
も
猥
り
に

雑
人
等
不
二
立
入
一
様
取
計
候
方
法
も
可
レ
有
レ
之
哉
、
是
亦
取
調
可
レ
被
レ
申
候
事
」（
後
藤
秀
穂
『
皇
陵
志マ
マ

稿
』

〈
大
正
二
年
刊
〉
に
よ
る
）
と
い
う
注
目
す
べ
き
指
示
が
付
さ
れ
て
い
た
。
元
禄
度
以
来
、
形
式
的
と
は
い
え

塚
山
神
武
陵
が
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
で
は
丸
山
説
が
提
起
さ
れ
、
幕
府
は
こ
う
し
た
事
情
を
よ
く
承
知
し
て
い
た

は
ず
な
の
に
当
時
さ
ほ
ど
で
も
な
い
「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
、
或
は
神
武
田
」
説
を
と
く
に
取
り
上
げ
て
そ
の
調
査

を
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
い
ま
そ
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
幕
府
の
方
針

が
す
で
に
こ
の
時
の
神
武
陵
調
査
の
方
向
を
基
礎
づ
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
こ
の
指
示

に
も
と
づ
く
調
査
の
結
果
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
中
条
良
蔵
ら
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
伺
書
」

（
既
掲
）（
引
用
註
、
本
稿
で
い
う
『
書
附
』）
で
あ
り
、
こ
こ
で
丸
山
は
神
武
の
殯
宮
跡
、
塚
山
は
神
武
皇
后
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墓マ
マ

と
み
ら
れ
て
と
も
に
否
定
さ
れ
、
明
確
に
神
武
田
説
が
と
ら
れ
、
実
現
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
そ
の
後
修
陵
方

法
も
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
報
告
の
結
論
と
し
て
」
と
述
べ
、
後
掲
史
料
の
現
代
文
X
（
祭
祀
）

中
の
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
ま
た
は
「
神
武
田
」
は
「
御
尊
骸
」
を
葬
っ
た
「
御
山
陵
」
と
思
わ
れ
る
と
す
る
部

分
か
ら
兆
域
を
東
西
一
丁
・
南
北
二
丁
に
生
垣
で
囲
む
と
す
る
部
分
ま
で
を
省
略
部
分
を
含
み
な
が
ら
原
文
の

ま
ま
引
用
し
た
上
で
、
現
代
文
C
（
ミ
サ
ン
サ
イ
の
概
況
）
中
の
、「
神
武
帝
御
陵
内
歟
字
ミ
サ
ン
サ
イ

字
ツ
ホ
ネ
カ
サ
」
に
つ
い

て
、「
下
方
」
に
お
い
て
は
同
地
を
神
武
田
と
称
す
る
な
ど
と
い
っ
た
克
明
な
調
査
の
結
果
の
部
分
か
ら
、
同

所
と
そ
の
東
西
南
北
の
土
地
の
様
子
や
域
内
の
「
小
丘
」「
芝
地
」
の
様
子
を
詳
細
に
述
べ
た
部
分
ま
で
を
原

文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る（
11
）。

　

そ
う
し
て
み
る
と
星
野
良
作
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
は
、『
書
附
』
を
安
政
二
年
の
段
階
に
お
い
て
奈
良

奉
行
あ
る
い
は
京
都
所
司
代
ま
た
幕
府
が
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」「
神
武
田
」
の
被
葬
者
を
神
武
天
皇
と
す
る
考
え

方
の
根
拠
を
得
、
か
つ
そ
の
地
名
や
そ
の
周
囲
を
含
め
た
様
子
を
具
体
的
に
記
録
し
た
史
料
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
同
書
は
、『
書
附
』
と
ほ
と
ん
ど
同
文
と
い
う
「
伺
書（
12
）」

に
つ
い
て
「
文

献
・
伝
承
の
調
査
も
空
前
で
あ
る（
13
）」

と
し
、
事
実
上
『
書
附
』
が
神
武
天
皇
陵
に
関
す
る
「
文
献
・
伝
承
」
を

豊
富
に
載
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
稿
の
主
旨
か
ら
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
後
に
改

め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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二
　『
書
附
』
の
最
重
点
項
目

　

さ
て
そ
れ
で
は
、
中
條
良
蔵
は
何
を
目
的
と
し
て
『
書
附
』
を
著
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
に
し
た
い
が
、
そ
れ
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
中
條
良
蔵
が
奈
良
奉
行
所
与
力
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

て
は
な
ら
な
い
。
中
條
良
蔵
は
奈
良
奉
行
所
与
力
と
し
て
命
を
受
け
、
そ
の
復
命
書
と
し
て
『
書
附
』
を
著
し

た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
れ
ば
、
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
調
査
し
そ
の
結
果
と
し
て
文
章
を
認
め
た
に
し
て

も
、
少
な
く
と
も
学
問
の
上
で
は
束
縛
の
な
い
自
由
な
立
場
で
あ
る
例
え
ば
本
居
宣
長
や
蒲
生
君
平
が
、
自
ら

の
学
識
等
を
拠
り
所
と
し
て
著
作
を
著
す
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
訳
に
は
い
か
な
い
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
も
す
で
に
前
著
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
前
著
で
は
触
れ
得
な
か
っ

た
『
書
附
』
に
お
け
る
津
川
長
道
著（
14
）『

卯
花
日
記
』
に
つ
い
て
の
記
述
を
取
り
上
げ
て
、
前
著
で
の
議
論
に

繋
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
書
附
』
に
よ
る
『
卯
花
日
記
』
を
め
ぐ
る
記
述
は
後
掲
史
料
の
現
代
文
K
（『
卯
花
日
記
』）
の
通
り
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
あ
る
通
り
、
津
川
長
道
は
文
政
十
二
年
四
月
二
十
六
日
に
四
條
村
の
「
塚
山
」
を
訪
れ
て
そ
の

小
さ
さ
の
た
め
に
こ
れ
を
神
武
天
皇
陵
と
思
う
こ
と
が
で
き
ず
、
洞
村
を
訪
れ
て
同
村
の
人
び
と
に
尋
ね
案
内

を
乞
う
て
、
よ
う
や
く
の
こ
と
で
「
白
か
し
」
な
り
「
白
土
の
ハ
ナ
」
な
り
「
岩
鼻
」
な
り
と
い
う
所
を
見
出

し
、
こ
れ
を
神
武
天
皇
陵
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
『
卯
花
日
記
』
の
記
述
に
つ
い
て

中
條
良
蔵
は
、「
天
皇
（
引
用
註
、
神
武
天
皇
）
を
葬
っ
た
所
は
ど
ち
ら
か
と
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
」
と
か
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「
附
会
の
こ
と
を
（
村
人
は
）
答
え
た
の
か
」
と
か
「
言
葉
を
略
し
た
り
誤
っ
て
伝
え
た
り
し
て
「
白
か
し
」

と
称
し
た
の
か
」
と
か
言
い
、
果
て
は
「「
明
證
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
結
ん
で
、
津
川
長
道

に
よ
る
神
武
天
皇
陵
が
洞
村
に
存
す
る
と
の
説
を
全
面
的
に
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、『
書
附
』
に
引
用
さ
れ
た
『
卯
花
日
記
』
に
は
「
中
略
」
と
さ
れ
た
箇
所
が
多
く
、
そ
の
部
分

を
含
め
て
『
卯
花
日
記
』
を
掲
載
し
た
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
『
飛
鳥
京
跡
関
係
史
料
集
⑵
近
世
紀
行
文
篇

「
昭
和
五
十
四
年
度
飛
鳥
京
跡
調
査
概
報
」
付
録
』（
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
五
年
二
月
）
の
「
21
卯

花
日
記
津
川
長
道
」
に
み
え
る
『
卯
花
日
記
』
の
原
文
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
も
、『
書
附
』
の
『
卯
花
日
記
』

の
引
用
に
お
け
る
「
中
略
」
が
い
か
に
多
い
か
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
図
的
な
も
の
は
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
中
條
良
蔵
が
目
指
し
た
と
こ
ろ
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
洞
村
に
あ
る
「
白
か
し
」
な
り

「
白
土
の
ハ
ナ
」
な
り
「
岩
鼻
」
な
り
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
説
の
全
面
的
な
否
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
れ
に
関
し
て
、『
書
附
』
に
お
け
る
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
顕
著
な
傾
向
を
敢
え
て

取
り
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
後
掲
史
料
の
現
代
文
Q
（
地
形
の
変
化
）
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
考
え
方
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
地
形
は
長
い
年
月
の
間
に
は
変
化
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
神
武
天
皇
陵
に
関
す
る
史
料
に
み
え

る
文
言
が
そ
の
時
の
地
形
と
異
な
っ
て
い
て
も
そ
れ
は
異
と
す
る
に
は
足
り
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
う
い
う
考
え
方
も
有
効
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
妥
当
か
ど
う
か
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
合
に
よ
っ
て
個
別
に
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
成
り
立
つ
よ
う
な
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も
の
で
は
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
中
條
良
蔵
は
こ
の
よ
う
に
洞
村
の
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
る
地
を
厳
し
い
調
子
で
否
定
し
た
の
は
、

い
っ
た
い
何
故
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
勿
論
山
本
村
の
「
神
武
田
」
な
り
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
ま
た
「
ツ
ホ

ネ
カ
サ
」
の
地
に
新
た
な
神
武
天
皇
陵
が
造
営
さ
れ
る
た
め
に
は
、
洞
村
に
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
る
地
な
ど
た

だ
の
一
カ
所
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
も
は
や
四
條
村
の
「
塚
山
」
は
問
題
に

な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
中
條
良
蔵
に
と
っ
て
そ
の
存
在
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
象
は
、
唯
一
洞
村
に

存
す
る
候
補
地
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
候
補
地
は
こ
の
頃
ま
で
は
、「
加
志
」（
本
居
宣
長
）
な
り
「
御
陵
山
」（
蒲

生
君
平
）
な
り
等
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
「
丸
山
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
ゆ
く
。
つ

ま
り
、
事
実
上
こ
の
「
丸
山
」
の
否
定
こ
そ
が
中
條
良
蔵
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、『
書
附
』

の
最
重
要
項
目
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
『
書
附
』
は
幾
多
の
史
料
を
引
用
し
て
、
つ
ま
り
右
に
み
た
星
野
良
作
著
『
研
究
史
神

武
天
皇
』
が
『
書
附
』
に
つ
い
て
「
文
献
・
伝
承
の
調
査
も
空
前
」
で
あ
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
通
り
に
、
山

本
村
の
「
神
武
田
」（
ミ
サ
ン
サ
イ
）
こ
そ
が
真
の
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
の
に
唯
一
相
応
し
い
地
で
あ
り
、
洞

村
の
「
丸
山
」
は
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
み
て
く
れ
ば
、
少
な
く
と
も
右
の
1
後
藤
秀
穂
『
皇
陵
史
稿
』
ま
た
2
高
市
郡
役
所
編
『
高
市
古

墳
誌
』
に
お
い
て
『
書
附
』
は
、
必
ず
し
も
そ
の
本
来
の
作
成
意
図
が
正
し
く
理
解
さ
れ
た
上
で
の
位
置
付
け

が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
に
著
さ
れ
た
3
星
野
良
作

著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
で
は
、
1
後
藤
秀
穂
『
皇
陵
史
稿
』
そ
し
て
2
高
市
郡
役
所
編
『
高
市
古
墳
誌
』
と

は
異
な
る
視
点
は
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
決
し
て
十
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
書
附
』
は
決
し
て
、「
塚
山
」
な
り
「
神
武
田
」（
ミ
サ
ン
サ
イ
）
な
り
の
安
政
年
間
に
お
け
る
様
子
を
事

細
か
に
記
録
し
た
だ
け
の
文
書
で
は
な
い
。
ま
た
、
中
條
良
蔵
が
自
ら
の
意
思
で
真
の
神
武
天
皇
陵
は
ど
こ
か

と
探
し
求
め
て
著
し
た
考
察
の
書
で
も
な
い
。
奈
良
奉
行
所
与
力
と
し
て
自
ら
の
知
る
限
り
の
神
武
天
皇
陵
に

関
す
る
文
献
に
つ
い
て
の
知
識
を
駆
使
し
て
著
し
た
復
命
書
な
の
で
あ
る
。『
書
附
』
は
、
そ
の
よ
う
に
理
解

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註（
1
）『
御
陵
并
帝
陵
内
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附
』
に
は
そ
の
作
成
者
と
し
て
中
條
良
蔵
の
ほ
か
に
も
羽
田
兼
左
衛

門
・
羽
田
半
之
丞
を
記
す
が
、
本
稿
で
は
実
質
上
の
作
成
者
を
中
條
良
蔵
を
作
成
者
と
み
て
論
を
進
め
る
。

（
2
）
前
著
第
三
章
「
奈
良
奉
行
所
与
力
中
條
良
蔵
」。

（
3
）
こ
の
標
題
は
外
題
に
よ
る
も
の
で
、
内
題
は
「
御
陵
并　

帝
陵
内
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附
」
で
あ
る
。
当



一
四

然
、
内
題
の
方
が
よ
り
内
容
に
相
応
し
い
。

（
4
）
後
藤
著
『
皇
陵
史
稿
』
の
柳
澤
保
恵
に
よ
る
「
序
」、
及
び
木
本
光
三
郎
に
よ
る
「
皇
陵
史
稿
の
首
に
題
す
」
に
よ
る
。

た
だ
し
後
藤
秀
穂
は
柳
澤
家
所
蔵
史
料
に
の
み
史
料
調
査
を
頼
っ
た
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
予
が
民
間
に
在
る
控
書
に

て
見
た
る
も
の
」（
同
書
八
十
八
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
に
伝
わ
る
史
料
に
も
眼
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
、
こ

こ
に
付
記
し
て
お
く
。

（
5
）
後
藤
著
『
皇
陵
史
稿
』
八
十
八
～
九
ペ
ー
ジ
。

（
6
）
後
藤
著
『
皇
陵
史
稿
』
一
七
五
～
六
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
後
藤
著
『
皇
陵
史
稿
』
一
八
七
～
九
ペ
ー
ジ
。

（
8
）
高
市
郡
役
所
編
『
高
市
郡
古
墳
誌
』
六
十
二
～
五
ペ
ー
ジ
。

（
9
）
星
野
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
四
十
八
ペ
ー
ジ
。

（
10
）
星
野
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
五
十
六
～
七
ペ
ー
ジ
。

（
11
）
星
野
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
七
十
四
～
五
ペ
ー
ジ
。

（
12
）
星
野
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
四
十
八
ペ
ー
ジ
。

（
13
）
星
野
著
『
研
究
史
神
武
天
皇
』
七
十
六
ペ
ー
ジ
。

（
14
）
津
川
長
道
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
を
「
仲
道
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
宮
内
庁
書
陵
部
に
よ
る
「
書
陵
部
所
蔵

資
料
目
録
・
画
像
シ
ス
テ
ム
」（
最
終
閲
覧
日
令
和
六
年
一
月
二
十
九
日
）
と
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
第
一
巻
』

（
一
九
八
九
年
九
月
、
岩
波
書
店
）
の
「
卯
花
日
記
」
の
部
分
で
は
「
津
川
仲
道
」
と
す
る
。
こ
こ
で
は
全
部
で
は
な
い

に
せ
よ
「
卯
花
日
記
」
の
翻
刻
を
掲
載
し
た
『
飛
鳥
京
跡
関
係
史
料
集
⑵
近
世
紀
行
文
篇
』
に
拠
っ
て
「
津
川
長
道
」
と

し
た
。



一
五

中條良蔵著『御陵并帝陵内歟与御沙汰之場所奉見伺書附』について

史
料
編

【
原
文
】

（
外
題
）

「
神
武
天
皇
御
陵
儀
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
候
書
附
完
」

（
内
題
）

「
御
陵
并

帝
陵
内

与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附

中
條
良
蔵

羽
田
謙
左
衛
門

羽
田
半
之
丞　

」

植
村
出
羽
守
領
分

高
市
郡
四
条
村

同
郡
小
泉
堂
村
入
組

元
禄
度
御
取
極

人
皇
㐧
一

神
武
天
皇
御
陵　
　
　
　

字
塚
山　
　
　
　
　
　

除
地



一
六

当
時
御
陵
廻
り
弐
拾
八
間
弐
尺
五
寸
石
冊
垣
ニ
而
八
角
ニ
相
囲
南
方
垣
内
ニ
地
蔵
佛
二
躰
彫
刻
之
建
石
高
サ

一
尺

一
寸
厚
四
寸
并

幅
九
寸
五
歩

神
武
天
皇
御
陵
与
彫
刻
之
建
石
高
サ
二
尺
五
歩
有
之
幅

四
方
共
三
寸
五
分
ツ
ヽ
垣
外
南
面
ニ
石
燈
籠
一
對
高
サ
六
尺
六
寸
御
臺
石

四
方
共
壱
尺
七
寸
宛

傍

ニ
制
札
相
建
御
座
候

右
御
陵
者
元
録
十
丁
丑
年
九
月
竹
垣
三
拾
壱
間
戸
前
押
（
凹
）面

ニ
取
建
相
成
候
場
所
ニ
付
模
様
替
之
儀
四
条
村
小

泉
堂
村
役
人
共
相
糺
候
処
竹
垣
者
先
年
朽
損
其
後
囲
垣
無
之
処
文
化
五
辰
年
十
月
和
州
高
市
郡
畑
村
弥
三
郎

儀
石
燈
籠
一
基
寄
附
い
た
し
猶
又
文
政
八
酉
年
三
月
摂
州
大
坂
道
嶋
北
濱
醫
業
渡
世
罷
在
候
三
上
大
助
同
人

方
同
居
㐧
子
十
市
藤
三
郎
儀
御
陵
廻
り
二
十
八
間
弐
尺
五
寸
之
間
八
角
之
石
柵
垣
高
サ
四
尺
石
柱

数
百
七
十
四
本
石
燈
籠
壱
基
寄

附
之
儀
右
両
村
役
人
共
江
申
聞
候
付
京
都
御
役
所
江
届
済
之
上
取
建
候
儀
に
而
其
砌

神
武
天
皇
御
陵
与
彫
刻
之
建
石
并
三
上
大
助
十
市
藤
三
郎
石
柵
垣
寄
附
之
儀
を
石
ニ
彫
刻
い
た
し
相
建
御
座

候
得
共
御
陵
前
ニ
大
助
藤
三
郎
名
前
を
記
候
建
石
者
奉
恐
入
候
儀
与
心
付
近
頃
取
拂
候
由
石
地
蔵
佛
者
石
柵

垣
相
建
候
節
塚
山
北
側
土
中
ゟ
掘
出
ニ
付
垣
内
江
安
置
い
た
し
候
儀
之
旨
申
之
候
付
追
而
及
沙
汰
候
迄
者
制

札
面
之
通
相
心
得
候
様
申
渡
置
候
猶
又
帝
陵
内

与
御
沙
汰
之
場
所
取
調
候
趣
左
之
通
御
座
候

神
保
三
千
次
郎
知
行
所

神
武
天
皇
御
陵
内
字
ミ
サ
ン
サ
イ

字
ツ
ホ
子
カ
サ
高
市
郡
山
本
村
高
弐
百
三
拾
九
石
壱
斗
六
升
六
合
九
勺
之
内
拾
九
石
四
斗
八
升

壱
合
之
場
所



一
七

中條良蔵著『御陵并帝陵内歟与御沙汰之場所奉見伺書附』について

但
ミ
サ
ン
サ
イ
ツ
ホ
子
カ
サ
之
地
名
を
於
下
方
神
武
田
与
称
候
惣
躰
ニ
田
畑
ゟ
地
所
高
凢
廣
サ
東
西
壱
丁

南
北
弐
丁
ニ
而
四
方
際
目

東
方
者
道
限　
　

此
道
之
東
方
者
同
知
行
所
同
郡
大
窪
村
田
地
ニ
而
字
ヲ
塔
之
垣
内
并
字
ヲ
下
座
与
称
候

南
方
者
小
川
限　

此
川
之
字
ヲ
神
武
田
川
与
称
候
川
之
南
方
者
山
本
村
田
地
ニ
而
字
ヲ
川
バ
タ
与
申
候

西
方
者
道
限　
　

此
道
之
西
方
者
山
本
村
田
地
ニ
而
字
ヲ
上
久
保
与
申
候

北
方
者
畔
限　
　

�

此
畔
之
北
方
者
植
村
出
羽
守
領
分
同
郡
四
条
村
田
地
ニ
而
字
ヲ
的
場
与
申
候

東
西
三
間
五
尺
南
北
四
間
壱
尺
根
廻
リ
拾
間
四
尺
ニ
而
方
形
中
高
東
西
長
相
成
候
中

央
ハ
凢
高
サ
三
尺
斗
榎
壱
本
荊
木
壱
株
芝
原
相
茂
リ
有
之
畝
火
山
江
方
位
午
之
九
歩

半
ニ
當
リ
麓
迄
凢
三
丁
半
前
書
塚
山
ト
者
方
位
子
ノ
八
分
ニ
當
リ
凢
弐
丁
半
相
隔
申

候圓
形
之
平
地
ニ
而
根
廻
り
八
間
五
尺
東
西
弐
間
五
尺
五
寸
南
北
同
断
中
央
凢
高
サ
弐

尺
樹
木
無
之
草
原
之
地
ニ
御
座
候
右
小
丘
ゟ
方
位
辰
方
ニ
當
リ
六
間
壱
尺
相
離
御
座

候

右
地
所
之
儀
山
本
村
役
人
共
相
糺
候
処
文
録
四
年
検
地
帳
ニ
字
ミ
サ
ン
サ
イ
并
ニ
字
ツ
ホ
子
カ
サ
与
記
有
之

素
之
開
地
之
年
月
并
元
録
度
帝
陵
改
之
節
當
御
役
所
江
書
出
候
有
無
之
儀
書
面
不
相
見
申
傳
等
も
無
之
候
得

共
霊
威
成
地
所
ニ
而
百
姓
共
相
恐
オ
ソ
レ

十
ヶ
年
以
前
迄
者
農
作
い
た
し
候
も
の
無
之
荒
地
ニ
相
成
年
貢
米
弁
納

ミ
サ
ン
サ
イ
之
内�

小
丘
壱
ヶ
所

同
断�芝

地
壱
ヶ
所



一
八

ニ
付
百
姓
共
困
窮
ニ
お
よ
ひ
候
故
同
村
枝
郷
洞ホ
ラ

村
穢
多
共
江
開
發
修
理
作
方

為
致
候
砌
小
丘
ニ
有
之
候
松

桜
之
木
抔
穢
多
共
伐
取
薪
ニ
可
致
与
持
帰
り
候
処
忽
家
内
不
残
死
果
猶
又
芝
地
之
草
を
伐
取
牛
馬
ニ
為
食
候

而
も
食
不
申
候
尤
開
地
ニ
取
掛
候
節
狂
風
暴
雨
ニ
而
相
荒
其
後
田
地
作
い
た
し
居
候
洞
村
穢
多
四
平
藤
兵
衛

佐
平
治
三
人
共
死
絶
い
た
し
候
付
右
祟
之
由
風
説
有
之
百
姓
共
恐
怖
い
た
し
候
与
申
之
霊
威
之
地
与
相
聞
候

地
名
を
ミ
サ
ン
サ
イ
与
申
候
者
御
山
陵
之
意

ツ
ホ
子
カ
サ
ハ
御
山
陵
之
坪
を
相
重
候
儀

音
聲
之
乱
謬
ニ

可
有
之
哉
外
之
惣
躰
之
田
地
ゟ
弐
三
尺
斗
地
所
高
候
得
者
何
れ
ニ
も
丘
陵
開
地
之
場
所
ニ
付
若
哉
上
古
者
畝

傍
山
よ
り
ミ
サ
ン
サ
イ
塚
山
迄
も
丘
陵
連
綿
い
た
し
如
尾
形
容
ニ
而
帝
陵
内
地
ニ
而
も
可
有
之
哉
近
世
諸
説

も
御
座
候
ニ
付
穿
鑿
仕
候
處

前
王
廟
陵
記
ニ
畝
傍
山
中畧
東
北
陵
可
ハ
カ
リ

二
百
年
一
以
来
壊
為
糞
田
民
呼
字
神
武
田
暴
汚
之
所
為
可
痛
哭
也
餘
数

畝
為
一
封
農
夫
登
之
恬
不
為
怪
及
觀
之
寒
心
夫

神
武
天
皇
継
二
神
代
草
昧
之
蹤
ア
ト
ヲ

一
東
征
平
中
州
闢
四
門
朝
八
方
王
道
之
興
治
教
之
関
実
ニ
創
於
此
我
國
君
臣

億
兆
當
尊
信
之
廟
陵
也
云
々
此
前
王
廟
陵
記
者
松
下
見
林
著
述
ニ
而
元
禄
九
年
中
元
日
与
序
ノ
文
ニ
相
記
本

文
東
北
陵
可
百
年
以
来
壊
云
々
与
御
座
候
得
共
慶
長
二
年
よ
り
元
禄
九
年
迄
暦
数
百
年
ニ
相
成
候
山
本
村
検

地
帳
者
文
録
四
年
ニ
而
慶
長
以
前
ニ
ミ
サ
ン
サ
イ
ツ
ホ
子
カ
サ
与
申
田
地
有
之
候
得
者
本
文
開
地
年
暦
者
大

凢
之
儀
ニ
而
も
可
有
之
哉
素
々
開
地
年
暦
者
不
詳
候
得
共
文
録
四
年
以
前
与
相
聞
候
猶
又
神
武
田
者
前
書
ミ

サ
ン
サ
イ
ツ
ホ
子
カ
サ
之
地
ニ
相
當
リ
申
候



一
九

中條良蔵著『御陵并帝陵内歟与御沙汰之場所奉見伺書附』について

大
和
志
ニ
畝
傍
山
此
畝
火
山
者
小
物
成
高
附
之
場
所
ニ
而
凢
山
之
高
八
十
間
根
廻
り
三
十
八
丁
三
十
六
間
有

之
前
書
山
本
村
小
物
成
高
壱
石
三
升
同
知
行
所
同
郡
畝
火
村
同
壱
石
六
斗
慈
明
寺
村
同
七
斗
三
升
大
谷
村
同

壱
石
八
斗
吉
田
村
同
九
斗
五
升
五
ヶ
村
ゟ
年
々
大
津
御
代
官
所
江
相
納
申
候

東
北
陵

神
武
天
皇
在
四
条
村
此
東
北
陵
者
前
書
四
条
村
小
泉
堂
村
塚
山
之
儀
ニ
御
座
候

祠
廟
在
大
窪
村
云
々
此
祠
廟
者
同
知
行
所
同
郡
大
窪
村
氏
神
天
一
大
明
神
与
奉
崇
敬
居
候

神
武
帝
社
ニ
而
傍
ニ
春
日
明
神
小
社
并
拝
殿
鳥
居
等
有
之
畝
傍
山
神
官
之
巫
女
吉
田
家
支
配
同
村
日
向
儀
致

兼
帯
居
候
同
所
ハ
御
陵
之
由
聞
傳
居
候
趣
ニ
候
得
共
往
昔
大
窪
村
國
源
寺
等
之
境
内
ニ
地
理
相
當
候
間
素
々

奉
勧
請
候
祠
廟

御
陵
ニ
而
者
無
之
哉
ニ
相
聞
候
間
有
来
通
ニ
差
置
可
奉
御
崇
敬
旨
日
向
所
役
人
共
ヘ
可
申
渡
哉
与
奉
存
候

管（
菅
）笠

日
記
本
居
宣
長
著
述
畝
火
山
の
中畧
北
の
か
た
に
四
条
村
と
い
ふ
あ
り
こ
の
四
条
村
の
一
丁
は
か
り
東
畝

火
山
よ
り
ハ
五
六
丁
も
此
丁
数
者
三
丁
半
有
之
本
文
相

い
た
し
候
は
な
れ
て
丑
寅
の
か
た
に
あ
た
れ
る
田

の
中
に
松
一
も
と
桜
ひ
と
本
お
ひ
て
此
松
桜
と
も
先
年
洞
村
穢
多
共
刈
取
當
時
榎
壱
本
荊
木
壱
株
有
之
三
四

尺
ば
か
り
の
高
な
る
ち
ひ
さ
き
塚
の
あ
る
を
此
塚
者
前
書
山
本
村
ミ
サ
ン
サ
イ
之
小
丘
を
指
而
申
候
畝
火
山

麓
迄
三
丁
半
ニ
付
遥
ニ
隔
与
申
程
之
場
所
ニ
而
者
無
御
座
候

神
武
天
皇
御
陵
と
申
つ
た
ゑ
た
り
さ
れ
ど
こ
れ
は
さ
ら
に
ミ
さ
ゝ
き
の
さ
ま
と
は
ミ
ゑ
す
又
か
の
御
陵
ハ
か



二
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し
の
尾
上
と
古
事
記
に
あ
る
を
こ
ゝ
ハ
は
る
か
に
山
を
ハ
は
な
れ
て
さ
い
ふ
へ
き
所
に
も
あ
ら
ぬ
云
々

古
事
記
傳
に
前
同
人
著
述

綏
靖
天
皇
の
人
皇
㐧
二
陵
と
申
傳
た
る
ぞ

綏
靖
に
は
坐
す
し
て
此

神
武
天
皇
の
御
陵
な
る
へ
き
其
は
山
本
村
の
西
慈
明
寺
村
の
南
に
連
き
た
る
高
き
處
に
在
て
即
畝
火
山
の
西

北
方
に
属
た
る
岡
上
に
て
正
し
く
尾
上
と
い
ふ
へ
き
地
形
な
り
云
々
是
者
誤
説
ニ
付
難
取
用
奉
存
候

綏
靖
帝
御
陵
之
儀
者
委
細
別
紙
ニ
申
上
候

玉
か
つ
ま
ニ
前
同
人
著
述

神
武
天
皇
の
御
陵
は
今
そ
れ
と
申
す
所
ハ
あ
ら
ぬ
所
に
て
実
は
今

綏
靖
天
皇
の
御
陵
と
申
す
そ

神
武
天
皇
の
御
な
ら
む
と
お
の
れ
考
へ
て
は
や
く
吉
野
の
道
の
日
記
に
し
る
し
ぬ
る
を
そ
の
後
此
四
五
年
さ

き
に
大
和
の
国
の
人
に
竹
口
英
斎
と
い
ふ
か
か
た
り
け
る
は
今

綏
靖
天
皇
の
御
陵
と
申
ハ
な
ほ

綏
靖
天
皇
な
る
べ
し

神
武
天
皇
の
御
は
お
の
れ
さ
た
か
に
尋
出
奉
り
た
り
日
本
書
記（
紀
）に

し
る
さ
れ
た
る
に
方
も
よ
く
あ
へ
り
そ
ハ

畝
火
山
の
東
北
の
か
た
の
麓
に
つ
き
て
天
皇
宮
と
い
ふ
祠
あ
る
山
也
此
天
皇
宮
と
申
候
者
寛
文
八
年
九
月
造
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営
い
た
し
候
生
玉
大
明
神
社
ニ
而
前
書
山
本
村
枝
郷
洞
村
穢
多
住
居
之
傍
畝
火
山
内
字
丸
山
与
呼
候
處
を
指

与
申
儀
ニ
御
座
候
そ
こ
に
字
を
加
志
と
い
ふ
所
あ
り
此
加
志
と
い
ふ
所
畝
火
山
内
ニ
無
之
丸
山
之
西
讀（
續
）ニ

字

を
タ
ン
ダ
与
称
シ
其
所
之
東
續
ニ
樫
木
五
六
本
有
之
候
右
之
場
所
を
指
而
申
候
哉
ニ
相
聞
候
古
事
記
に
し
る

さ
れ
た
る
か
し
の
尾
上
て
ふ
名
の
の
こ
れ
る
な
る
へ
し
山
本
な
る
神
八
井
耳
命
の
御
墓
よ
り
ハ
東
小
泉
堂
村

よ
り
ハ
南
大
久
保
村
よ
り
ハ
西
に
て
保
良
村
と
い
ふ
里
の
あ
た
り
な
り
此
保
良
村
者
前
書
山
本
村
枝
郷
洞
村

穢
多
住
居
地
ニ
御
座
候
そ
の
近
き
あ
た
り
の
田
地
の
字
に
神
武
田
ま
た
み
さ
ん
さ
い
な
と
い
ふ
所
も
あ
り
と

い
ひ
て
す
へ
て
此
う
ね
ひ
山
に
つ
き
た
る
圖
を
も
見
せ
た
り
き
同
し
國
（
圖
）の

う
ち
に
て
こ
と
に
ち
か
き
と
こ
ろ

な
れ
ハ
し
は
〳
〵
行
見
て
考
ヘ
さ
た
め
た
る
也
と
そ
か
た
り
け
る
こ
れ
を
聞
見
れ
は
お
の
か
さ
き
の
か
む
か

へ
ハ
猶
あ
た
ら
す
ま
こ
と
に
此
人
の
い
へ
る
所
そ
其
な
ら
む
と
お
も
は
る
ゝ
云
々

山
陵
志
ニ
是
者
文
政
年
間
ニ
蒲
生
秀
實
著
述
之
書
ニ
而
同
人
者
常
陸
国
之
住
居
通
名
伊
三
郎
与
申
候
由
ニ
御

座
候

神
武
陵
在
畝
傍
山
東
北
嵎
曰
白
檮
尾
上
今
畝
傍
山
東
北
嵎
所
呼
曰
御
陵
山
墳
然
而
隆
起
此
也
大
和
志
以
此
為

神
八
井
之
墳
神
八
井
之
葬
于
畝
傍
山
北
雖
於
史
有
之
其
所
在
山
嵎
平
地
未
詳
也
今
妄
認
者
尓
若
果
神
八
井
之

墳
乎
其
位
人
臣
又
何
以
傳
謂
之
御
陵
乎
今
呼
曰
御
陵
是
土
人
口
碑
索
而
不
偽
云
々
此
畝
火
山
内
御
陵
山
と
申

場
所
穿
鑿
仕
候
得
共
相
知
不
申
候
山
本
村
役
人
洞
村
穢
多
共
相
糺
候
処
畝
火
山
内
ニ
右
躰
之
地
名
者
聞
傳
も

無
之
旨
申
立
候
然
ニ
山
本
村
氏
神
八
幡
宮
ゟ
凢
壱
丁
半
辰
巳
方
字
青ア
ヲ

木
谷
之
傍
凢
廣
東
北
三
丁
南
北
弐
丁
斗
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平
圓
之
地
形
ニ
付
此
所
を
指
而
申
候
哉
御
陵
山
と
申
候
儀
者
本
文
ニ
土
人
之
口
碑
与
有
之
候
得
共
村
人
共
聞

傳
も
無
之
候
間
若
哉
大
和
志
ニ
寄
而
附
會
い
た
し
候
儀

本
意
不
詳
候
得
共
畝
火
山
北
方
ニ
古
墳

与
被
存

候
地
者
此
外
ニ
無
御
座
候

日
本
書
記（
紀
）ニ

神
渟
名
川
耳
天
皇（
綏
）靖

天
皇

四
年
夏
四
月
神
八
井
耳
命
薨
即
葬
于
畝
傍
山
北
云
々
与
相
見
候
付

神
武
帝
陵
ニ
而
者
無
之
神
八
井
耳
命
墓
ニ
可
有
御
座
哉
ニ
奉
存
候

廟
陵
記
云
畝
火
山
東
北
陵
百
年
以
来
犂
為
糞
田
名
曰
神
武
田
猶
餘
数
畝
為
一
封
冢
今
問
其
地
果
有
所
謂
神
武

田
然
是
平
地
而
距
山
嵎
東
北
三
丁
斗
乃
不
合
尾
上
之
名
且
所
謂
餘
数
畝
為
一
封
冢
者
亦
不
在
神
武
田
距
神
武

田
又
東
北
三
丁
有
古
墳
在
焉
盖
指
此
也
中
畧
疑
其
古
墳
是
當
時
所
陪
葬
或
神
八
井
之
類
決
非

神
武
陵
也
此
距
神
武
田
又
東
北
三
丁
有
古
墳
云
々
与
相
見
候
者
前
書
四
条
村
小
泉
堂
村
之
塚
山
を
指
而
申
候

儀
ニ
御
座
候

神
武
田
一
名
美
賛
佐
伊
是
美
佐
々
岐
所
訛
謂
山
陵
也
山
陵
与
廟
俗
互
其
言
今
謂
神
武
田
曰
美
佐
々
岐
盖
以
其

嘗
有
廟
焉
相
傳
旧
嘗
有

神
武
祠
廟
在
神
武
田
地
昔
年
水
潦
廟
為
之
所
漂
而
後
遷
大
窪
村
此
山
陵
与
廟
互
其
言
云
々
与
有
之
候
得
者
検

地
水
帳
田
地
字
ニ
山
陵
者
ミ
サ
ン
サ
イ
祠
廟
辺
ハ
ミ
ヤ
ノ
東
又
者
ミ
ヤ
ノ
ウ
シ
ロ
塚
辺
者
ツ
カ
ノ
坪
ツ
カ
ノ
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ワ
キ
与
相
記
夫
々
唱
方
差
別
御
座
候
猶
又
昔
年
水
潦
ニ
付
祠
廟
を
大
窪
村
江
遷
候
与
之
儀
致
穿
鑿
候
得
共
山

本
村
大
窪
村
并
地
頭
所
ニ
書
面
又
者
申
傳
も
一
切
無
之
旨
申
之
候
畝
火
山
神
宮
文
庫
所
蔵
之
古
繪
圖
ニ

神
武
天
皇
祠
宮
者
只
今
之
場
所
ニ
方
位
相
當
候
間
本
文
之
説
者
難
致
信
用
候

大
窪
寺
之
趾
有
國
源
寺
焉
又
傳
國
源
寺
亦
嘗
自
神
武
田
旁
遷
于
此
處
多
武
峯
記
有
泰
善
法
師
天
延
二
年
三
月

十
一
日
行
畝
傍
東
北
遇
一
奇
老
人
顧
泰
善
謂
曰
為
朕
講
大
乗
法
祷
國
家
栄
福
朕
是
人
皇
始
祖
言
畢
乃
不
見
泰

善
以
此
瑞
毎
年
三
月
十
一
日
輙
来
誦
法
花
故
貞
元
年マ
マ

大
和
守
藤
原
國
光
為
創
堂
宇
號
國
源
寺
云
夫
其
誕
妄
固

淳（
浮
）屠

氏
之
常
然
而
其
堂
由
此
創
造
則

神
武
祠
廟
亦
當
在
其
寺
中
即
神
武
田
旁
曰
塔
垣
内
就
其
名
而
考
疑
是
當
時
建
塔
廟
處
因
称
美
佐
々
岐

云
々

此
大
窪
寺
之
儀
者
日
本
書
紀
ニ
人
皇
㐧
四
十

天
武
帝
御
世
朱
鳥
元
年
八
月
己
巳
朔
己
巳
檜
隈
寺
軽
寺
大
窪
寺
各
封
百
戸
云
々
与
御
座
候
其
旧
郡
故
大
窪
村
与

称
田
地
之
字
ニ
東
金
堂
西
金
堂
霊
堂
南
堂
垣
内
北
堂
垣
内
塔
ノ
垣
内
門
田
下
庄
寺
内
ノ
北
方
寺カ

堤
家
原
田
松

原
官
ノ
東
方
官
ノ
西
方
官
ノ
後
抔
与
称
シ
候
同
所
西
続
之
田
地
者
前
出
四
条
村
小
泉
堂
村
領
ニ
候
得
共
田
之

字
ニ
南
ノ
不
動
北
ノ
不
動
寺
内
院
田
塚
ノ
坪
与
申
所
も
有
之
往
古
大
窪
寺
之
敷
地
ニ
而
堂
塔
伽
藍
全
備
之
処

多
武
峯
記
ニ
拠
候
得
者
天
正
之
頃
荒
廃
ニ
相
成
貞
元
二
年
此
所
ヘ
國
源
寺
造
立
開
祖
者
多
武
峯
八
代
目
之
検

校
泰
善
与
申
僧
ニ
而
無
□
之
荒
陵
鎮
祭
い
た
し
毎
年
三
月
十
一
日
國
忌
ニ
法
事
勤
行
と
□
其
後
衰
廃
お
よ
び

候
哉
越
知
家
譜
ニ
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人
皇
㐧
六
十
四

圓
融
院
御
世
文
治
三
年
八
月
越
知
家

十
二
代
目
越
知
右
馬
頭
藤
原
親
家
三
男
光
恵
法
眼
國
源
寺
造
立
中
興
開
基
之
由
相

見
候
只
今
者
同
寺
之
観
音
堂
一
宇
相
残
傍
ニ
庫
裏
小
社
御
座
候
迄
ニ
而
表
門
も
無
之
境
内
も
微
少
ニ
相
成
御

座
候
京
都
知
恩
院
流
浄
土
宗
和
州
高
市
郡
五
位
村
称
名
院
兼
住
同
院
之
末
寺
ニ
御
座
候
猶
又
前
書
古
繪
圖
ニ

國
源
寺
之
観
音
堂
者

神
武
帝
祠
宮
之
傍
ニ
有
之
當
今
之
場
所
ニ
相
當
リ
候
間
他
所
ゟ
引
遷
候
儀
ニ
而
者
無
之
様
相
聞
候
付
右
五
位

村
称
名
院
相
糺
候
所

神
武
帝
塔
廟
并
祠
宮
を
他
所
ゟ
引
遷
候
与
之
儀
ハ
旧
記
ニ
不
相
見
聞
傳

も
一
切
無
之
旨
申
之
候
間
本
文
之

考
説
者
難
取
用
奉
存
候

卯
花
日
記
ニ
此
書
者
文
政
十
二
年
五
月
津
川
長
道
与
申
者
之
筆
記
之
由
ニ
御
座
候

神
武
天
皇
の
御
陵
を
お
か
ま
ん
と
て
先
四
条
村
な
る
塚
根
山
に
ま
う
て
ぬ
中略
此
塚
根
山
者
前
書
四
条
村
小
泉

堂
村
塚
山
之
儀
ニ
御
座
候

此
塚
の
あ
ま
り
に
セ
ま
く
小
さ
く
て
さ
ら
に

天
皇
の
御
ン
の
さ
ま
と
ハ
ミ
え
す
中畧
や
つ
か
れ
若
き
時
よ
り
こ
れ
を
う
た
か
ひ
て
ふ
る
き
文
に
も
と
め
又
里

の
翁
に
あ
な
ぐ
り
尋
れ
と
も
そ
こ
と
定
む
へ
き
方
も
な
く
た
ゝ
あ
や
し
ミ
お
も
ふ
は
か
り
也
中畧
畝
火
山
東
北

の
も
と
洞
村
な
り
此
里
は
山
本
村
の
枝
村
ニ
而
穢
多
の
住
と
こ
ろ
な
り
此
村
の
神
祠
ニ
ま
う
つ
る
に
祭
神
た
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し
か
な
ら
す
里
人
に
と
へ
は
生
玉
と
こ
と
ふ
此
よ
り
山
へ
の
ほ
り
て
道
も
な
き
け
ハ
し
き
坂
を
こ
ゑ
そ
こ
こ
ゝ

と
尋
ね
し
に
こ
の
山
の
東
北
の
尾
上
に
松
た
か
く
し
け
り
て
こ
と
に
高
き
所
あ
り
里
人
ハ
白
土
の
ハ
ナ
ま
た

ハ
岩
ハ
ナ
と
い
へ
り
中畧
見
渡
す
に
何
と
な
く
御
陵
の
さ
ま
と
お
も
ハ
れ
は
へ
る
大
か
た
此
所
に
た
か
ひ
あ
ら

し
物
を
と
お
し
は
か
り
侍
れ
と
な
を
旧
證
な
け
れ
ハ
此
山
を
南
へ
下
り
て
畝
火
村
に
ゆ
き
ぬ
中畧
か
の
村
長
の

翁
字
甚
兵
衛
の
帰
り
く
る
に
あ
ひ
ぬ
中畧
か
く
て
翁
ニ

神
武
天
皇
の
御
陵
の
事
尋
侍
り
し
に
翁
い
は
く
こ
の
御
陵
の
事
は
塚
根
山
な
り
と
ふ
る
く
申
傳
へ
て
公
に
も

さ
た
め
た
ま
ふ
う
へ
ハ
外
ニ
し
る
へ
き
や
う
も
な
し
さ
れ
と
も
此
あ
た
り
の
ふ
る
き
翁
な
ん
ど
も
何
と
や
ら

今
の
所
は
㕝
た
か
ひ
た
る
や
う
に
申
も
な
き
に
ハ
あ
ら
す
と
い
ふ
さ
ら
は
此
山
の
中
の
字
に
も
し
も
か
し
の

尾
白
か
し
な
ん
と
云
所
か
な
き
に
や
と
と
ふ
に
翁
の
曰
此
畝
火
山
は
東
の
方
ハ
北
よ
り
南
へ
ま
わ
り
て
ミ
な

畝
火
村
の
領
な
り
南
西
は
真
名
子
谷
の
あ
た
り
ま
て
此
村
の
領
分
な
り
北
は
洞
村
よ
り
山
本
村
の
領
に
て
西

北
の
す
ミ
ハ
慈
明
寺
村
の
領
其
西
は
大
谷
村
の
領
西
南
の
處
ハ
吉
田
村
の
領
な
り
畝
火
邑
の
さ
か
い
ハ
こ
と

に
廣
し
此
山
の
北
の
は
し
東
の
す
ミ
に
白
か
し
と
申
所
は
あ
る
也
さ
ら
ハ
山
ぶ
み
し
て
道
し
る
へ
し
て
む
と

中畧
翁
に
し
た
か
ひ
て
行
に
此
山
の
東
方
の
大
道
を
ひ
た
と
北
へ
ゆ
き
て
北
の
す
ミ
洞
村
の
上
に
竹
む
ら
の
あ

る
所
を
お
し
へ
て
こ
ゝ
そ
白
か
し
と
云
所
な
り
畝
火
村
と
山
本
村
と
の
領
さ
か
い
な
り
と
云
こ
は
さ
き
に
見

つ
る
白
土
の
ハ
ナ
又
は
岩
鼻
と
云
處
な
り
又
此
あ
た
り
の
村
里
に
郷
踊
と
云
こ
と
あ
り
て
畝
火
の
神
に
ね
き

事
し
て
そ
の
願
満
ぬ
れ
ハ
村
々
よ
り
い
て
ゝ
大
踊
を
な
す
事
あ
り
年
毎
に
あ
る
に
ハ
あ
ら
さ
れ
と
も
二
十
年
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六

三
十
年
ニ
ハ
か
な
ら
す
あ
る
事
也
其
時
に
ハ
此
所
に
て
お
と
り
を
す
る
事
ふ
る
き
よ
り
例
と
な
り
た
る
と
そ

此
所
の
有
さ
ま
山
に
そ
ひ
て
す
こ
し
き
平
地
に
し
て
何
さ
ま
い
に
し
へ
の
宣
命
所
な
る
へ
し
と
見
え
た
り
さ

て
こ
そ
い
よ
〳
〵
此
所
ニ
た
か
ひ
な
し
と
さ
た
め
ぬ
後
の
世
の
陵
の
ミ
な
〳
〵
南
面
に
て
北
ニ
た
か
く
御
ン

を
つ
き
た
る
物
な
れ
と
上
れ
る
世
に
ハ
そ
の
定
も
な
か
り
し
と
ミ
へ
て
た
ゝ
山
の
な
り
に
よ
り
て
お
の
つ
か

ら
な
し
た
る
也
中畧
こ
の
御
陵
よ
り
塚
根
山
ま
て
ハ
わ
つ
か
に
五
六
丁
を
へ
た
つ
れ
と
も
そ
の
あ
い
た
に
川
筋

二
筋
も
あ
り
て
昔
よ
り
尾
上
と
云
へ
き
所
に
あ
ら
す
又
紀
の
東
北
と
し
る
さ
れ
た
る
も
記
の
畝
火
山
の
北
白

檮
尾
上
と
し
る
さ
れ
た
る
に
も
よ
く
か
な
ひ
た
り
塚
根
山
は
た
か
ひ
た
る
に
き
わ
ま
り
た
り
さ
れ
ハ
塚
根
山

ハ
い
か
に
と
云
に
こ
れ
も
い
に
し
へ
の
高
き
人
の
塚
な
る
へ
し
中畧

天
皇
の
御
陵
と
い
ふ
は
い
た
く
た
か
へ
り
云
々
此
本
文
ニ
畝
火
山
内
字
白
土
の
ハ
ナ
又
者
イ
ワ
ハ
ナ
与
申
所

ハ
洞
村
東
端
ゟ
畝
火
神
宮
江
参
詣
路
之
東
北
ニ
而
此
路
之
南
方
ゟ
同
山
字
丸
山
之
続
ニ
付
是
を
指
而
御
山
陵

与
申
候
哉
又
者
通
路
筋
よ
り
巽
方
之
丘
を
申
候
事

両
様
共
白
土
ハ
ナ
之
続
ニ
付

天
皇
を
奉
葬
候
所
は
何
れ
与
明
白
ニ
相
分
り
兼
候
且
畝
火
村
甚
兵
衛
儀
白
土
鼻
を
白
か
し
与
申
候
者
長
道
の

尋
を
請
而
白
か
し
と
附
會
之
儀
を
答
候
事

又
者
上
古
畝
火
山
之
東
北
は
惣
而
廣
く
白
檮
原
之
都
ニ
附
属
之

地
ニ
而
白
檮
原
白
檮
尾
上
与
称
候
を
略
言
謬
傳
い
た
し
白
か
し
と
申
候
儀
ニ
而
も
可
有
之
哉
詳
ニ
相
知
不
申

候
尤
同
所
者
小
平
地
ニ
候
迚
御
山
陵
之
宣
命
所
と
も
難
取
極
哉
素
々
険
阻
之
地
も
天
変
ニ
而
土
砂
崩
落
平
地

之
様
相
成
候
儀
所
々
ニ
御
座
候
或
者
往
年
村
人
共
願
満
踊
之
場
所
ニ
少
平
ニ
開
地
い
た
し
候
事

何
れ
共
難
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斗
御
座
候
間
明
證
ニ
者
相
成
間
敷
哉
与
奉
存
候

北
浦
定
政
之
説
ニ
山
陵
志
に

神
武
陵
ハ
畝
火
山
の
東
北
の
す
ミ
洞
村
の
上
ニ
呼
て

御
陵
山
と
い
ふ
所
与
い
は
れ
た
れ
と
今
洞
村
に
ゆ
き
て
尋
る
ニ

御
陵
山
御
霊
山
な
と
い
ふ
地
名
知
る
人
な
し
但
は
洞
村
の
上
に
字
丸
山
与
よ
ふ
古
墳
あ
り
古
へ
御
陵
御
霊
山
な
と
よ

ひ
し
ハ
此
丸
山
の
事
か

側
に

神
功
皇
后
の
又
ハ
太
玉
命

又
ハ
生
玉
命
小
社
有
古
ハ

神
武
社
を
後
世
神
功
社
と
傳
へ
誤
る
か�

此
社
の
祭
礼
ハ
九
月
十
二
日
な
り
則

神
武
天
皇
を
畝
火
山
の
東
北
に
葬
り
奉
り
し
月
日
に
あ
た
れ
り
此
丸

山
ハ
上
古
の
陵
制
ニ
か
な
ひ
書
紀
の
東
北
と
あ
る
に
か
な
ひ
古
事
記
の
白
檮
の
尾
上
与
有
に
も
よ
く
か
な
へ

ハ
則

神
武
天
皇
陵
な
る
事
明
な
り
云
々
本
文
丸
山
と
申
者
前
出
山
本
村
領
山
手
小
物
成
高
壱
石
六
升
九
勺
之
内
ニ

而
同
村
枝
郷
洞
村
穢
多
共
之
住
居
よ
り
凢
五
間
余
相
離
高
サ
凢
四
間
廣
サ
凢
東
西
八
間
南
北
十
二
間
ニ
而
山

之
根
ニ
鳥
居
小
社
有
之
候
則
畝
火
神
宮
之
神
主
高
市
郡
大
谷
村
播
磨
義
今
般
小
社
之
神
号
取
調
候
処
生
玉
社

ニ
相
違
無
之
同
社
棟
札
ニ
奉
生
玉
明
神
造
営
息
災
延
命
福
貴
祈
所
也
寛
文
八
年
申
九
月
吉
日
願
主
敬
白
云
々
与

有
之
近
頃
穢
多
共
信
仰
い
た
し
毎
年
九
月
十
三
日
者
畝
火
神
宮
祭
礼
ニ
而
郷
中
村
人
共
野
業
相
休
候
付
穢
多

共
儀
も
同
様
生
玉
社
江
造
酒
燈
明
等
を
献
備
い
た
し
祭
居
候
由
然
ニ
畝
火
神
宮
之
相
殿
ニ

神
功
皇
后
を
祭
御
座
候
付
他
所
よ
り
参
詣
人
之
中
ニ
ハ
右
等
之
儀
を
聞
傳
自
分
之
推
察
ニ
而
生
玉
社
を
猥
ニ



二
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神
功
社
と
申
誤
候
義
も
難
斗
候
得
共
郷
中
并
郷
村
ニ
而
者
先
年
ゟ
爾
今
生
玉
社
与
相
唱
神
功
社
与
称
候
義
ハ

無
之
由
棟
札
之
神
号
ニ
符
号
い
た
し
候
ニ
付

神
武
社
を　

神
功
社
ニ
傳
誤
候
義
者
無
之
同
社
祭
日
者
九
月
十
三
日
ニ
而　

神
武
帝
奉
葬
候
日
限
と
ハ
相
違

い
た
し
明
證
ニ
ハ
相
成
間
敷
哉
与
奉
存
候

日
本
書
紀
ニ
此
書　

勅
を
奉
而
一
品
舎
人
親
王
従
四
位
下
大
朝
臣
安
麿
儒
士
紀
朝
臣
清
人
等
四
十

四
代
元
正
帝
養
老

四
年
五
月
奏
上
之
由
續
日
本
紀
ニ
相
見
候

神
日
本
磐
余
彦
天
皇　

神
武
天
皇

七
十
有
六
年
春
三
月
甲
午
朔
甲
辰
天
皇
崩
于
橿
原
宮
明
年
秋
九
月
乙
卯
朔
丙
寅
葬
畝
火
山
東
北
陵
云
々

延
喜
式
此
書
者
延
喜
帝
之
勅
を
奉
而
左
大
臣
藤
原
時
平
公
撰
緝
之
中
半
ニ
薨
去
貞
信
公
忠
平
等
續
撰
之
由
跋

文
ニ
相
見
候

畝
火
山
東
北
陵
畝
傍
橿
原
宮
御
宇

神
武
天
皇
在
大
和
国
高
市
郡
兆
域
東
西
一
丁
南
北
二
丁
守
戸
五
烟
云
々

古
事
記
此
書
者
四
十

三
代
元
明
帝
和
銅
四
年
九
月
十
八
日
勅
を
奉
而
大
朝
臣
安
麿
儀
稗
田
之
阿
礼
与
申
人
胸
中
ニ
記

臆（
憶
）之

勅
語
旧
辞
口
述
い
た
し
候
を
纂
修
献
上
之
由
序
文
ニ
相
見
候

神
倭
伊
波
礼
毗
古
天
皇
御
陵
在
畝
火
山
之
北
方
白
梼
尾
上
也
云
々

元
禄
十
丁
丑
年
九
月
十
六
日
高
市
郡
四
条
村
小
泉
堂
村
役
人
共
差
出
候
書
面
ニ
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御
陵
字
塚
山
神
武
天
皇
御
廟
之
由
村
人
申
傳
候
云
々
右
申
立
候
趣
を
以
所
司
代
江
御
注
進
塚
山
ニ
御
取
極
相

成
候
儀
ニ
而
其
砌
山
本
村
役
人
共
畝
火
山
之
丸
山
并
ミ
サ
ン
サ
イ
小
丘
等
之
儀
を
不
申
立
故
別
段
御
取
調
者

無
之
處
古
事
記
ニ
白
梼
尾
上
と
申
候
地
所
ニ
致
相

候
旨

前
段
之
通
區
説
有
之
一
定
不
仕
候
都
而
丘
陵
之
形
容
往
昔
之
侭
成
も
相
変
候
も
可
有
之
候
一
皆
ニ
者
難
申
候

得
共
天
変
ニ
而
峰
頂
欠
崩
又
者
兵
乱
ニ
築
居
城
穿
溝
池
昇
平
之
世
ニ
者
神
社
佛
閣
造
建
之
用
土
ニ
山
岳
之
四

方
を
毀
取
或
者
村
荘
田
畑
ニ
開
地
い
た
し
當
時
山
嵎
尾
上
与
見
請
候
処
者
古
之
山
嵎
尾
上
ニ
而
者
無
之
素
と

丘
陵
之
中
半
者
只
今
之
麓
ニ
而
暫
時
之
間
ニ
山
峰
丘
陵
平
地
之
田
畑
ニ
相
成
候
分
近
世
数
多
御
御
座
候
況

人
皇
之
初
代
ゟ
當
今
ニ
お
よ
ひ
候
年
間
中
ニ
其
程
之
変
化
無
之
与
者
難
申

猶
々
相
考
候
ニ
和
州

帝
陵
之
内
中
山
塚
石
塚
段
々
塚
塚
之
切
と
申
処
も
有
之
候
間
一
皆
ニ
ハ
難
申
候
得
共
多
分
後
世
之
字
名
四
條

村
古
（
小
）泉

堂
村
山
本
村
大
窪
村
領
續
ニ
而
古
墳
之
場
所
を
山
本
村
ニ
者
ミ
サ
ン
サ
イ
四
条
村
古
泉
堂
村
ニ
ハ
塚

山
大
窪
村
ニ
桜
見
塚
と
称
候
間
同
所
之
古
検
地
帳
水
帳
ニ
而
も
差
別
有
之
哉
ニ
相
聞
候
間
ミ
サ
ン
サ
イ
者
御

山
陵
之
訛
ニ
候

帝
陵
ニ
可
有
之
哉
上
古

神
武
帝
よ
り
以
前
大
隅
国
埃
山
陵
高
屋
山
上
陵
吾
平
山
上
陵
何
れ
も
高
大
成
地
所
之
由
ニ
付

神
武
帝
奉
葬
候
時
者
ミ
サ
ン
サ
イ
之
地
も
畝
火
山
續
之
高
丘
ニ
有
之
候
処
追
々
毀
取
欠
縮
及
開
地
候
故
只
今

ニ
而
者
平
地
同
様
田
畑
小
丘
芝
原
ニ
相
成
候
義
ニ
可
有
之
哉
乍
去
凢
東
西
一
丁
南
北
二
丁
程
之
場
所
ニ
而
延
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喜
式
之
兆
域
ニ
打
合
四
隣
之
田
地
よ
り
際
迄
凢
弐
三
尺
斗
土
地
高
殊
ニ
数
十
年
来
村
人
共
恐
怖
之
場
所
ニ
而

其
傍
之
小
流
ニ
神
武
田
川
と
も
称
候
付
上
古
畝
火
山
ゟ
塚
山
迠
も
如
レ
尾
裳
出
白
梼
樹
相
茂
候
付
字
ヲ
白
梼

尾
上
与
称
シ
其
東
西
両
側
者
洞
苔
洞
水
抔
ニ
而
相
窪
ミ
候
土
地
ニ
付
丘
峰
を
東
西
二
方
江
毀
取
西
方
ハ
田
畑

東
方
者
堂
塔
伽
藍
建
立
何
分
低
下
之
地
ニ
付
寺
号
を
大
窪
寺
与
称
し
候

日
本
紀

天
武
帝
之
巻
ニ
朱
鳥
元
年
檜
隈
寺
軽
寺
大
窪
寺
各
封
百
戸
限
三
十
年
云
々
与
有
之
建
立
之
年
月
者
不
相
見
候

得
共
朱
鳥
元
年
以
前
大
窪
寺
造
作
之
時
ニ
者
定
而
ミ
サ
ン
サ
イ
塚
山
之
長
石
を
棺
石
之
基
築
相
運
ひ
又
者
陵

墓
域
内
之
地
を
境
内
ニ
取
込
佛
法
興
隆
帝
陵
衰
微
い
た
し
延
喜
年
間
ニ
東
西
一
丁
南
北
二
丁
之
兆
域
相
成
候

事

其
後
大
窪
寺
廃
亡
ニ
お
よ
ひ
貞
元
二
年
ニ
至
リ
國
源
寺
建
立
境
内
ニ

神
武
天
皇
之
祠
宮
并
堂
塔
僧
院
を
も
造
作
其
以
後
同
寺
衰
廢
い
た
し
文
治
三
年
再
建
猶
又
衰
廢
ニ
お
よ
ひ
終

ニ
帝
陵
を
も
取
毀
只
今
之
様
ニ
荒
野
田
家
ニ
相
成
大
窪
寺
國
源
寺

之
遺
跡
者
大
窪
村
と
称
し

神
武
天
皇
之
祠
宮
観
音
堂
一
宇
其
余
者
堂
塔
之
礎
石
而
已
相
残

帝
陵
者
ミ
サ
ン
サ
イ
神
武
田
と
称
シ
惣
躰
平
地
ニ
相
成
候
者
千
年
以
来
開
地
い
た
し
候
故
之
儀

畝
火
神
宮

所
蔵
之
古
絵
圖
ニ
畝
火
山
南
面
之
尾
上
ニ
有
之
候
寺
院
も
當
時
平
地
田
畑
ニ
相
成
其
田
地
之
字
名
を
満
願
院

と
唱
居
候
を
以
て
被
相
知
候
此
義
無
心
付
當
時
之
形
を
及
見
候
而
白
梼
之
尾
上
ニ
不
合
抔
と
區
説
い
た
し
候

得
共
今
ニ
小
丘
相
残
候
上
ミ
サ
ン
サ
イ
之
字
名
者
古
検
地
帳
ニ
顕
然
与
相
見
候
間
ミ
サ
ン
サ
イ
者

神
武
天
皇
御
山
陵
ニ
可
有
御
座
与
奉
存
候
元
禄
度
ニ
四
条
村
小
泉
堂
村
之
塚
山
を
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神
武
天
皇
御
廟
と
申
傳
候
者
素
々

神
武
帝
皇
后
之
塚
山
与
申
を
村
人
共
略
言
謬
傳
い
た
し
候
事

ミ
サ
ン
サ
イ
之
小
丘
ゟ
塚
山
迠
凢
三
丁
半
相

離
其
傍
之
田
地
を
塚
坪
与
古
検
地
帳
ニ
相
記
御
座
候
ニ
付
上
古
者

帝
陵
之
域
内
与
も
可
申
續
地
ニ
御
座
候
半カ

哉

靖
天
皇
元
年
以
後
媛
蹈
韛
五
十
鈴
媛
皇
太
后
を
奉
葬
候
墓
所

書
紀
ニ
者
此
事
相
脱
候
儀
ニ
可
有
之
哉
猶

又
畝
火
山
内
之
丸
山
を
洞
村
穢
多
共
之
申
傳
ニ
御
殿
跡
与
称
居
候
彼
等
之
申
条
ニ
候
得
共
古
人
之
口
碑
ニ
付

好
事
之
も
の
ゝ
虚
説
ゟ
出
而
可
取
用
候
事
も
御
座
候
且

神
武
天
皇
者
御
在
位
七
十
六
年
之
三
月
十
一
日
崩
御
被
為
遊
翌
年
九
月
十
二
日
奉
葬
御
座
同
日
迠
者
丸
山
ニ

殯
御
殿
御
造
作
御
棺
安
置
之
旧
跡
与
之
儀
を
畧
言
ニ
申
傳
候
事

今
般
丸
山
之
頂
上
壱
畝
弐
拾
六
歩
弐
厘
五

毛
之
内
小
物
成
高
之
内
三
合
八
勺
七

ハ
札
之
場
所
縄
引
為
致
置
候
追
而
竹
垣
被
仰
付
候
方
与
奉
存
此
外
畝

火
山
東
北
之
方
ニ
陵
墓
者
無
之
候
間
今
般

神
武
帝
陵
内

与
御
沙
汰
有
之
候
ミ
サ
ン
サ
イ
又
者
神
武
田
と
称
候
地
者
奉
葬

御
尊
骸
候
御
山
陵
与
奉
伺
候
間
右
ミ
サ
ン
サ
イ
地
を
御
神
躰
与
い
た
し
畝
火
山
の
浄
土
を
以
而
鎮
祭
為
致
凢

中
央
之
高
サ
弐
間
斗
ニ
積
立
桜
木
を
植
其
廻
り
者
筋
練
塀
ニ
い
た
し
前
ニ
黒
木
鳥
居
土
堤
之
御
拝
所
取
建
兆

域
ハ
東
西
一
丁
南
北
二
丁
ニ
取
極
生
垣
ニ
而
相
囲
候
方
与
奉
存
候
尤
神
主
者
白
川
吉
田
両
家
之
内
江
人
撰
被

仰
付
右
境
内
江
神
主
宅
御
取
立
乍
聊
御
扶
持
米
ニ
而
も
被
下
候
ハ
ヽ
相
續
も
可
致
哉
と
奉
存
候
扨
ミ
サ
ン
サ
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イ
等
之
地
者
神
保
三
千
次
郎
知
行
所
ニ
御
座
候
間
御
引
上
ノ
上
ハ
御
料
所
内
よ
り
代
地
ニ
而
も
可
被
下
哉
之

段
同
人
江
御
達
候
儀
被
仰
上
候
方
与
奉
存
候

右
之
通
ニ
御
座
候
依カ

之
別
紙
ニ
繪
圖
面
相
添
此
段
申
上
候
以
上

卯
四
月�

中
條
良
蔵

羽
田
謙
左
衛
門

羽
田
半
之
丞

（
註
）

・
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
史
料
の
台
頭
・
平
出
・
闕
字
は
反
映
し
た
。
割
註
の
部
分
も
同
様
と
し
た
。
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【
現
代
文
】

Ａ
（
内
題
）

神
武
天
皇
陵
な
ら
び
に
神
武
天
皇
陵
の
内
か
と
の
御
沙
汰
の
場
所
の
実
地
検
分
の
報
告
書中

条
良
蔵

羽
田
謙
左
衛
門

羽
田
半
之
丞

Ｂ
（
塚
山
の
概
況
）

植
村
出
羽
守
領
分
高
市
郡
四
条
村
同
郡
小こ

泉せ

堂ど
う

村
錯
綜
地

元
禄
年
間
御
取
極

人
皇
初
代

　

神
武
天
皇
御
陵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

字
塚
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

除
地

　

現
在
で
は
御
陵
の
廻
り
は
二
十
八
間
二
尺
五
寸
で
石
の
柵
垣
で
八
角
に
囲
み
、
南
方
の
垣
の
内
に
地
蔵
仏
二

体
を
彫
刻
し
た
建
石
〔
高
さ
一
尺
一
寸
厚
さ
四
寸
な
ら
び
に
幅
九
寸
五
歩
〕
と
「
神
武
天
皇
御
陵
」
と
彫
刻
し

た
建
石
〔
高
さ
二
尺
五
歩
幅
四
方
と
も
三
尺
五
分
づ
つ
〕
と
垣
の
外
に
南
面
し
て
石
灯
籠
一
対
〔
高
さ
六
尺
六

寸
御
台
石
四
方
と
も
一
尺
七
寸
ず
つ
〕
が
あ
り
、
傍
ら
に
制
札
が
建
て
て
あ
る
。

　

こ
の
御
陵
は
元
禄
十
丁
丑
年
（
一
六
九
七
）
九
月
に
竹
垣
三
十
一
間
「
戸
前
凹
面
」
に
取
り
建
て
た
場
所
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で
、
模
様
替
え
の
際
に
四
条
村
と
小
泉
堂
村
の
役
人
に
糺
し
た
と
こ
ろ
、
竹
垣
は
先
年
朽
ち
損
じ
そ
の
後
に
囲い

垣が
き

（
斎
垣
ま
た
忌
垣
と
も
。
神
聖
な
場
所
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
し
た
垣
）
が
無
く
、
文
化
五
辰
年
（
一
八
〇
八
）

十
月
に
大
和
国
高
市
郡
畑
村
の
弥
三
郎
が
石
燈
籠
一
基
を
寄
附
し
、
ま
た
文
政
八
酉
年
（
一
八
二
五
）
三
月
に

摂
津
国
大
坂
道
嶋
北
浜
医
業
渡
世
の
三
上
大
助
と
同
人
方
に
同
居
の
弟
子
十
市
藤
三
郎
が
、
御
陵
廻
り
二
十
八

間
二
尺
五
寸
を
八
角
の
石
柵
垣
〔
高
さ
四
尺
の
石
柱
一
七
四
本
〕
と
石
灯
籠
一
基
の
寄
付
を
両
村
の
役
人
に
申

し
出
た
の
で
京
都
御
役
所
に
届
け
た
上
で
建
設
し
、
そ
の
際
「
神
武
天
皇
御
陵
」
と
彫
刻
し
た
建
石
と
、
三
上

大
助
と
十
市
藤
三
郎
が
石
柵
垣
を
寄
附
し
た
こ
と
を
石
に
彫
刻
し
て
建
て
た
が
、
御
陵
の
前
に
大
助
と
藤
三
郎

の
名
前
を
記
し
た
建
石
が
あ
っ
て
は
恐
れ
入
る
と
心
付
き
近
頃
取
り
払
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
石
地
蔵
仏

は
石
柵
垣
を
建
て
た
際
に
塚
山
の
北
側
の
土
中
か
ら
掘
り
出
し
た
の
で
垣
の
内
に
安
置
し
た
こ
と
を
申
し
た
の

で
、
追
っ
て
沙
汰
が
あ
る
ま
で
制
札
の
通
り
に
心
得
る
よ
う
に
申
し
渡
し
て
お
い
た
。

Ｃ
（
ミ
サ
ン
サ
イ
の
概
況
）

　

な
お
「
帝
陵
内
か
と
御
沙
汰
の
場
所
」
の
取
り
調
べ
に
つ
い
て
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
神
保
三
千
次
郎
知
行

所
の
神
武
天
皇
御
陵
内
か
と
の
地
〔
字
ミ
サ
ン
サ
イ
・
字
ツ
ホ
ネ
カ
サ
〕
は
高
市
郡
山
本
村
高
二
三
九
石
一
斗

六
升
六
合
九
勺
の
内
の
一
九
石
四
斗
八
升
一
合
の
場
所
で
あ
る
。

　

た
だ
し
字
ミ
サ
ン
サ
イ
・
字
ツ
ホ
ネ
カ
サ
の
地
の
名
は
「
下
方
」
で
は
「
神
武
田
」
と
称
す
る
。
全
体
に
田

畑
よ
り
も
地
所
は
高
く
、
お
よ
そ
広
さ
は
東
西
一
町
・
南
北
二
町
で
四
方
の
境
目
は
（
次
の
通
り
）。
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東
は
道
ま
で
。
こ
の
道
の
東
は
同
知
行
所
同
郡
大
窪
村
の
田
地
で
字
塔
之
垣
内
・
字
下
座
と
い
う
。

　

南
は
小
川
ま
で
。
こ
の
川
の
字
を
神
武
田
川
と
い
い
川
の
南
は
山
本
村
の
田
地
で
字
を
川
バ
タ
と
い
う
。

　

西
は
道
ま
で
。
こ
の
道
の
西
は
山
本
村
の
田
地
で
字
を
上
久
保
と
い
う
。

　

北
は
畔
ま
で
。
こ
の
畔
の
北
は
植
村
出
羽
守
領
分
同
郡
四
条
村
の
田
地
で
字
を
的
場
と
い
う
。

　

ミ
サ
ン
サ
イ
の
内
小
丘
一
カ
所　

東
西
三
間
五
尺
・
南
北
四
間
一
尺
・
根
廻
り
十
間
四
尺
で
方
形
で
中
が
高

く
東
西
に
長
く
な
っ
て
い
て
中
央
は
お
よ
そ
高
さ
三
尺
ば
か
り
で
榎
一
本
・
荊
木
一
株
が
あ
り
芝
原
が
茂
り
畝

火
山
へ
方
位
は
午
の
九
歩
半
に
当
り
（
畝
火
山
の
）
麓
ま
で
は
お
よ
そ
三
丁
半
で
す
で
に
み
た
塚
山
と
は
方
位

子
の
八
分
に
当
り
お
よ
そ
二
丁
半
隔
た
る
。

　

同
じ
く
ミ
サ
ン
サ
イ
の
内
芝
地
一
カ
所　

円
形
の
平
地
で
根
廻
り
八
間
五
尺
・
東
西
二
間
五
尺
五
寸
・
南
北

も
同
じ
で
中
央
が
お
よ
そ
高
さ
二
尺
で
樹
木
は
な
く
草
原
の
地
で
あ
る
。
右
の
小
丘
か
ら
方
位
は
辰
に
当
り
六

間
一
尺
離
れ
る
。

　

こ
の
地
所
に
つ
い
て
山
本
村
の
役
人
を
糺
し
た
と
こ
ろ
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
検
地
帳
に
「
字
ミ
サ

ン
サ
イ
」
な
ら
び
に
「
字
ツ
ホ
ネ
カ
サ
」
と
あ
り
、
も
と
も
と
の
開
地
の
年
月
と
元
禄
年
間
の
帝
陵
改
の
際
の

当
御
役
所
（
奈
良
奉
行
所
）
へ
書
き
出
し
た
書
面
は
無
く
申
し
伝
え
も
な
い
が
、（
こ
の
地
は
）「
霊
威
」
の
地

所
で
、
百
姓
は
恐
れ
て
十
年
以
前
ま
で
は
農
作
を
す
る
も
の
が
な
く
荒
地
に
な
っ
て
い
て
、
年
貢
米
を
納
め
る

の
に
百
姓
た
ち
は
困
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
同
村
枝
郷
洞ほ
ら

村
の
「
穢
多
」
に
開
発
や
修
理
・
作
方
等
を
さ
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せ
て
い
た
頃
、
小
丘
の
松
や
桜
の
木
な
ど
を
「
穢
多
」
が
伐
採
し
薪
に
し
よ
う
と
持
ち
帰
っ
た
と
こ
ろ
忽
ち
家

中
残
ら
ず
死
に
果
て
、
な
お
ま
た
芝
地
の
草
を
刈
り
取
り
牛
や
馬
に
食
べ
さ
せ
て
も
食
べ
な
か
っ
た
。
も
っ
と

も
開
地
に
取
り
掛
か
っ
た
際
に
「
狂
風
」「
暴
雨
」
で
荒
れ
て
、
そ
の
後
田
地
を
耕
作
し
た
洞
村
の
「
穢
多
」

の
四
平
・
藤
兵
衛
・
佐
平
治
が
三
人
と
も
死
に
絶
え
た
の
で
、
こ
れ
は
祟
り
で
あ
る
と
の
「
風
説
」
が
あ
り
百

姓
は
恐
怖
し
た
と
い
い
、「
霊
威
」
の
地
と
い
う
。
地
名
を
ミ
サ
ン
サ
イ
と
い
う
の
は
「
御
山
陵
」
と
の
意
で

あ
ろ
う
か
。
ツ
ホ
ネ
カ
サ
は
「
御
山
陵
」
の
「
坪
」（
土
地
の
区
画
）
を
重
ね
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。（
そ
れ

と
も
）
発
音
の
誤
り
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
全
体
の
田
地
よ
り
二
～
三
尺
ば
か
り
地
所
が
高
い

の
で
い
ず
れ
も
丘
陵
を
開
地
し
た
場
所
で
あ
り
、
も
し
か
す
る
と
上
古
に
は
畝
傍
山
か
ら
ミ
サ
ン
サ
イ
や
塚
山

ま
で
も
丘
陵
は
続
い
て
い
て
「
尾
」
の
よ
う
な
あ
り
様
で
帝
陵
内
の
地
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｄ
（『
前
王
廟
陵
記
』）

　

こ
の
頃
の
諸
説
も
あ
る
の
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、『
前
王
廟
陵
記
』
に
「
畝
傍
山
〔
略
〕
東
北
陵
は
百
年
ば
か

り
前
か
ら
壊
さ
れ
「
糞
田
」
と
な
り
、
民
は
「
字
神
武
田
」
と
呼
ぶ
。「
暴
汚
」
の
振
舞
い
は
「
痛
哭
」
す
べ

き
で
あ
る
。
数
畝
を
残
し
て
「
一
封
」（
一
定
の
範
囲
）
を
な
す
。「
農
夫
」
が
登
っ
て
も
何
も
感
じ
な
い
様
子

で
あ
る
の
に
は
寒
心
す
る
。
そ
も
そ
も
神
武
天
皇
は
神
代
の
も
の
ご
と
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
か
ら
の
事

績
を
受
け
て
東
征
し
て
国
の
中
央
を
平
定
し
、
四
門
を
開
い
て
八
方
に
王
道
や
政
治
・
教
育
を
広
め
た
の
は
実

に
こ
こ
に
始
ま
る
。
我
が
国
全
体
が
ま
さ
に
尊
信
す
る
廟
陵
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
『
前
王
廟
陵
記
』
は
松
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下
見
林
の
著
述
で
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
「
中
元
日
」
と
序
文
に
記
し
、
本
文
に
「（
畝
傍
山
）
東
北
陵

は
百
年
ば
か
り
前
か
ら
壊
さ
れ
」
な
ど
と
あ
る
が
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
か
ら
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

ま
で
百
年
に
な
る
。（
そ
の
神
武
天
皇
陵
の
あ
る
）
山
本
村
の
検
地
帳
は
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
も
の
で
、

慶
長
以
前
に
ミ
サ
ン
サ
イ
・
ツ
ホ
ネ
カ
サ
と
の
田
地
が
あ
り
、（『
前
王
廟
陵
記
』
の
）
本
文
に
あ
る
開
地
の
年

は
お
よ
そ
の
こ
と
で
あ
る
に
し
て
も
、
も
と
も
と
開
地
の
年
代
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
が
文
禄
四
年
以

前
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
神
武
田
は
す
で
に
み
た
ミ
サ
ン
サ
イ
・
ツ
ホ
ネ
カ
サ
の
地
に
当
る
。

Ｅ
（『
大
和
志
』）

　
『
大
和
志
』
に
「
畝
傍
山
」（
と
あ
る
が
、）
こ
の
畝
火
山
は
小
物
成
と
し
て
高
附
の
場
所
で
あ
り
、
お
よ
そ

山
の
高
さ
は
八
十
間
・
根
廻
り
三
十
八
丁
三
十
六
間
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
山
本
村
の
小
物
成
は
高
一
石
三

升
で
、
同
知
行
所
同
郡
畝
火
村
は
同
一
石
六
斗
、
慈
明
寺
村
は
同
七
斗
三
升
、
大
谷
村
は
同
一
石
八
斗
、
吉
田

村
は
同
九
斗
五
升
で
五
カ
村
か
ら
毎
年
大
津
御
代
官
所
へ
納
め
て
い
る
。「
東
北
陵
神
武
天
皇
四
条
村
に
在
り
」

と
あ
る
が
、
こ
の
「
東
北
陵
」
は
す
で
に
述
べ
た
四
条
村
と
小
泉
堂
村
に
あ
る
塚
山
の
こ
と
で
あ
る
。「
祠
廟

は
大
窪
村
に
在
り
」
と
あ
る
が
、
こ
の
祠
廟
は
同
知
行
所
同
郡
大
窪
村
の
氏
神
天
一
大
明
神
と
崇
敬
さ
れ
て
い

る
神
武
帝
社
で
、
傍
に
春
日
明
神
小
社
と
拝
殿
・
鳥
居
等
が
あ
り
、
畝
傍
山
神
官
の
巫
女
で
吉
田
家
支
配
の
同

村
日
向
が
兼
帯
し
て
い
る
。
同
所
は
御
陵
と
聞
き
伝
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
か
つ
て
は
大
窪
村
国
源
寺
等
の

境
内
に
場
所
が
相
当
す
る
の
で
も
と
も
と
勧
請
し
た
祠
廟
で
あ
っ
た
の
か
。
御
陵
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
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で
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
差
し
置
い
て
崇
敬
す
る
べ
き
旨
日
向
の
「
所
役
人
」
へ
申
し
渡
す
べ
き
か
と
存
じ
奉

る
。

Ｆ
（『
菅
笠
日
記
』）

　
『
菅
笠
日
記
』
は
本
居
宣
長
の
著
述
で
あ
り
、「
畝
火
山
の
〔
略
〕
北
に
四
条
村
と
い
う
所
が
あ
る
。
こ
の
四

条
村
の
約
一
丁
東
で
畝
火
山
か
ら
五
～
六
丁
も
」
と
あ
る
が
、
こ
の
丁
数
は
三
丁
半
で
本
文
と
は
違
っ
て
い

る
。「
離
れ
て
「
丑
寅
」（
東
北
）
に
あ
た
る
田
の
中
に
、
松
一
本
・
桜
一
本
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
松
・

桜
と
も
先
年
洞
村
の
「
穢
多
」
が
刈
り
取
り
現
在
榎
が
一
本
・
荊
木
が
一
株
あ
る
。「
三
～
四
尺
ば
か
り
の
高

さ
の
小
さ
い
塚
が
あ
る
の
を
」
と
あ
る
が
、
こ
の
塚
は
す
で
に
述
べ
た
山
本
村
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
小
丘
を

指
し
て
い
う
。
畝
火
山
の
麓
ま
で
は
三
丁
半
で
遥
に
隔
っ
て
い
る
と
い
う
程
の
場
所
で
は
な
い
。「
神
武
天
皇

御
陵
と
伝
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
陵
（「
ミ
さ
ゝ
き
」）
の
様
子
と
は
み
え
な
い
。
ま
た
、
あ
の
御
陵

（
神
武
天
皇
陵
）
は
「
か
し
の
尾
上
」
と
『
古
事
記
』
に
あ
る
が
こ
こ
は
遥
か
に
（
畝
火
）
山
を
離
れ
て
そ
う

い
う
よ
う
な
所
で
も
な
い
」
と
い
う
。

Ｇ
（『
古
事
記
伝
』）

　
『
古
事
記
伝
』
も
右
同
人
（
本
居
宣
長
）
の
著
述
で
あ
り
、「
綏
靖
天
皇
と
い
う
人
皇
第
二
の
陵
と
伝
え
る
所

は
綏
靖
天
皇
陵
で
は
な
く
こ
の
神
武
天
皇
陵
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
山
本
村
の
西
の
慈
明
寺
村
の
南
に
連
な
る

高
所
に
あ
り
、
つ
ま
り
畝
火
山
の
西
北
方
の
岡
の
上
で
ま
さ
し
く
「
尾
上
」
と
い
う
地
形
で
あ
る
」
と
い
う
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が
、
こ
れ
は
誤
っ
た
説
で
あ
り
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
綏
靖
天
皇
陵
に
つ
い
て
は
「
別
紙
」（
不
明
）

で
申
し
上
げ
る
。

Ｈ
（『
玉
か
つ
ま
』）

　
『
玉
か
つ
ま
』
も
右
と
同
じ
人
（
本
居
宣
長
）
の
著
述
で
あ
り
、「
神
武
天
皇
陵
は
今
神
武
天
皇
陵
と
い
う
所

は
違
う
所
で
あ
り
、
実
は
綏
靖
天
皇
陵
と
さ
れ
て
い
る
所
が
神
武
天
皇
の
御
陵
で
あ
ろ
う
と
自
分
（
本
居
宣

長
）
は
考
え
、
す
で
に
『
吉
野
の
道
の
日
記
』（『
菅
笠
日
記
』）
に
書
い
た
が
、
そ
の
後
こ
の
四
～
五
年
前
に

大
和
国
の
人
竹
口
英
斎
と
い
う
人
が
語
る
に
は
、
今
綏
靖
天
皇
陵
と
さ
れ
て
い
る
の
は
や
は
り
綏
靖
天
皇
陵
で

あ
ろ
う
。
神
武
天
皇
陵
は
自
分
（
竹
口
英
斎
）
が
確
か
に
探
し
出
し
た
。『
日
本
書
紀
』
が
記
す
所
に
も
よ
く

合
う
。
そ
れ
は
畝
火
山
の
東
北
の
麓
に
天
皇
宮
と
い
う
祠
が
あ
る
山
で
あ
る
」
と
い
う
が
、
こ
の
「
天
皇
宮
」

と
い
う
の
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
九
月
に
造
営
し
た
生
玉
大
明
神
で
、
す
で
に
述
べ
た
山
本
村
枝
郷
洞
村

の
「
穢
多
」
の
住
居
の
傍
ら
の
畝
火
山
内
の
「
字
丸
山
」
と
呼
ぶ
所
を
指
す
の
で
あ
る
。「
そ
こ
に
字
を
「
加

志
」
と
い
う
所
が
あ
り
」
と
い
う
が
、
こ
の
「
加
志
」
と
い
う
所
は
畝
火
山
内
に
は
な
く
丸
山
の
西
続
つ
づ
き

（
土

地
が
切
れ
目
な
く
接
す
る
さ
ま
）
に
字
「
タ
ン
ダ
」
と
い
い
そ
こ
の
東
続
に
樫
の
木
が
五
～
六
本
あ
る
。
右
の

（
こ
の
）
場
所
を
指
し
て
い
う
の
か
と
聞
く
。「『
古
事
記
』
に
あ
る
「
か
し
の
尾
上
」
と
の
名
が
残
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
山
本
の
神
八
井
命
の
御
墓
よ
り
は
東
、
小
泉
堂
村
よ
り
は
南
、
大
久
保
村
よ
り
西
で
「
保
良
」
村

と
い
う
里
の
辺
り
で
あ
る
」
と
い
う
が
、
こ
の
保
良
村
は
す
で
に
述
べ
た
山
本
村
枝
郷
洞
村
の
「
穢
多
」
の
住
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居
の
地
で
あ
る
。「
そ
の
付
近
の
田
地
の
字
に
「
神
武
田
」
あ
る
い
は
「
み
さ
ん
さ
い
」
な
ど
と
い
う
所
も
あ

る
と
い
っ
て
、
す
べ
て
こ
の
「
う
ね
ひ
山
」
に
関
連
付
け
た
図
も
見
せ
た
。
同
じ
図
の
な
か
で
も
殊
に
近
い
所

な
の
で
何
回
も
行
っ
て
見
て
考
え
て
決
め
た
の
で
あ
る
と
（
竹
口
英
斎
は
）
語
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
り
見
た

り
す
れ
ば
、
自
分
（
本
居
宣
長
）
の
以
前
の
考
え
は
や
は
り
正
し
く
な
い
。
全
く
こ
の
人
の
い
う
所
が
正
し
い

と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
。

Ｉ
（『
山
陵
志
』）

　
『
山
陵
志
』、
こ
れ
は
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
三
〇
）
に
蒲
生
秀
實
（
君
平
）
著
述
の
書
で
、
同
人
は
常
陸

（
下
野
の
誤
り
）
に
住
居
し
通
名
は
伊
三
郎
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
同
書
に
は
、）「
神
武
陵
は
畝
傍
山
の
東
北

嵎
に
あ
り
「
白
橿
尾
上
」
と
い
い
、
今
は
畝
傍
山
東
北
の
嵎
に
御
陵
山
と
い
っ
て
墳
然
と
隆
起
し
て
い
る
。『
大

和
志
』
は
こ
れ
を
神
八
井
の
墳
と
す
る
。
神
八
井
が
畝
傍
山
の
北
に
葬
む
ら
れ
た
こ
と
は
史
書
に
あ
る
が
、
山

の
嵎
の
平
地
と
い
う
だ
け
で
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
。
む
や
み
に
こ
こ
を
神
八
井
の
墓
か
と
す
る
が
そ
の
位
は
人

臣
な
の
に
な
ぜ
陵
と
い
う
の
か
。
今
御
陵
と
い
う
の
は
土
地
の
人
の
言
い
伝
え
を
そ
の
ま
ま
偽
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
畝
火
山
の
内
の
御
陵
山
と
い
う
場
所
を
探
し
た
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
山
本
村
の

役
人
や
洞
村
の
「
穢
多
」
に
糺
し
た
が
、
畝
火
山
内
に
そ
の
よ
う
な
地
名
は
聞
き
伝
え
も
な
い
旨
申
し
立
て

た
。
そ
れ
な
の
に
（
こ
う
い
う
こ
と
を
い
う
の
は
、）
山
本
村
の
氏
神
の
八
幡
宮
か
ら
約
一
丁
半
東
南
の
青
木

谷
の
傍
に
お
よ
そ
東
西
三
丁
南
北
二
丁
ば
か
り
の
平
円
の
地
形
が
あ
る
の
で
こ
れ
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
ろ
う
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か
。「
御
陵
山
」
と
い
う
の
は
（『
山
陵
志
』
の
）
本
文
に
は
土
地
の
人
の
口
碑
と
あ
る
が
村
人
に
は
聞
き
伝
え

も
な
い
の
で
、
も
し
か
す
る
と
『
大
和
志
』（
の
記
述
）
に
か
こ
つ
け
た
（「
附
会
」）
も
の
か
。
本
当
の
と
こ

ろ
は
わ
か
ら
な
い
が
畝
火
山
の
北
に
古
い
墓
（「
古
墳
」）
か
と
思
わ
れ
る
地
は
こ
の
外
に
は
な
い
。『
日
本
書

紀
』
に
「
神
渟
名
川
耳
天
皇
綏
靖
天
皇
四
年
夏
四
月
、
神
八
井
耳
命
薨
ず
、
即
ち
畝
傍
山
の
北
に
葬
す
」
と
あ

る
の
を
見
つ
け
た
。（
右
に
み
た
「
平
円
の
地
形
」
は
）
神
武
帝
陵
で
は
な
く
神
八
井
耳
命
墓
で
あ
ろ
う
と
存

じ
奉
る
。

　
（『
山
陵
志
』
に
は
、）「『（
前
王
）
廟
陵
記
』
に
は
、
畝
火
山
東
北
陵
は
百
年
前
か
ら
耕
作
さ
れ
「
糞
田
」
と

な
り
神
武
田
と
い
う
。
な
お
数
畝
を
残
し
て
「
一
封
」
の
塚
を
な
す
。
今
そ
の
地
を
尋
ね
る
と
神
武
田
と
の
場

所
は
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
平
地
な
の
で
あ
っ
て
、
畝
傍
山
の
嵎
か
ら
東
北
に
約
三
丁
隔
た
っ
て
い
て
「
尾

上
」
と
の
名
に
合
わ
な
い
。
し
か
も
こ
の
数
畝
を
残
し
て
境
界
が
設
け
ら
れ
た
冢
は
神
武
田
で
は
な
い
。
神
武

田
を
距
て
て
ま
た
東
北
へ
三
丁
の
所
に
「
古
墳
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
指
す
の
か
。〔
略
〕
そ
の
「
古
墳
」
は

そ
の
頃
陪
葬
し
た
所
で
神
八
井
の
類
の
墓
か
も
知
れ
な
い
が
、
決
し
て
神
武
天
皇
陵
で
は
な
い
」
と
あ
る
が
、

神
武
田
か
ら
三
丁
東
北
の
「
古
墳
」
と
い
う
の
は
、
す
で
に
記
し
た
四
条
村
・
小
泉
堂
村
の
塚
山
を
指
す
の
で

あ
る
。

　
（『
山
陵
志
』
は
、）「
神
武
田
は
一
名
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
と
も
い
い
「
ミ
サ
サ
キ
」
が
訛
っ
た
も
の
で
山
陵
を

い
う
。
山
陵
と
廟
は
俗
に
混
用
さ
れ
る
。
今
神
武
田
を
「
ミ
サ
サ
キ
」
と
い
う
の
は
か
つ
て
廟
が
あ
っ
た
か
ら
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で
あ
ろ
う
。
伝
え
る
に
は
、
か
つ
て
神
武
天
皇
を
祀
る
祠
廟
が
神
武
田
に
あ
り
、
あ
る
年
大
水
で
廟
が
流
さ
れ

て
後
に
（
祠
廟
を
）
大
窪
村
に
遷
し
た
」
と
い
う
が
、（
こ
の
よ
う
に
『
山
陵
志
』
に
は
）「
山
陵
」
と
「
廟
」

は
俗
に
混
用
さ
れ
る
等
と
あ
る
の
で
、
検
地
水
帳
に
田
地
の
字
に
山
陵
は
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」、
祠
廟
の
辺
り
は

「
ミ
ヤ
ノ
東
」
ま
た
は
「
ミ
ヤ
ノ
ウ
シ
ロ
」、
塚
の
辺
り
は
「
ツ
カ
ノ
坪
」「
ツ
カ
ノ
ワ
キ
」
と
記
し
そ
も
そ
も

よ
び
方
に
区
別
が
あ
る
。
ま
た
あ
る
年
大
水
に
よ
っ
て
祠
廟
を
大
窪
村
へ
遷
し
た
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
調
べ

て
も
、
山
本
村
や
大
窪
村
、
地
頭
所
に
書
面
も
申
し
伝
え
も
一
切
な
い
と
い
う
。「
畝
火
山
神
宮
文
庫
所
蔵
の

古
絵
図
」
に
神
武
天
皇
の
祠
宮
は
現
在
の
場
所
に
方
位
が
相
当
す
る
の
で
本
文
の
説
は
信
用
し
難
い
。

　
（『
山
陵
志
』
に
）「
大
窪
寺
の
趾
は
国
源
寺
に
あ
る
。
ま
た
、
国
源
寺
も
か
つ
て
神
武
田
の
傍
ら
か
ら
そ
こ

に
遷
し
た
と
い
う
。『
多
武
峯
記
』
に
、
泰
善
法
師
が
天
延
二
年
（
九
七
四
）
三
月
十
一
日
に
畝
傍
（
山
）
の

東
北
で
一
人
の
不
思
議
な
老
人
に
遇
っ
た
。
泰
善
に
、「
朕ち
ん

」（
天
皇
の
自
称
）
の
た
め
に
大
乗
法
を
講
じ
国
家

の
栄
福
を
祷
れ
。「
朕
」
は
人
皇
の
始
祖
だ
、
と
い
う
と
姿
を
消
し
た
。
泰
善
は
こ
の
瑞
祥
（
め
で
た
い
こ
と
）

に
よ
り
毎
年
三
月
十
一
日
に
来
て
法
華
を
唱
え
た
。
そ
れ
で
貞
元
年
間
（
九
七
六
～
八
）
に
大
和
守
藤
原
国
光

は
堂
宇
を
創
り
国
源
寺
と
名
付
け
た
。
そ
れ
が
偽
り
な
の
は
仏
僧
の
よ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
堂
宇
は
こ
れ

に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
の
で
あ
り
神
武
天
皇
の
祠
廟
も
同
寺
の
中
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
神
武
田
の
傍
ら
を
塔
垣
内

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
頃
に
塔
や
廟
を
建
て
た
こ
と
に
よ
り
「
ミ
サ
サ
キ
」
と
称
し
た
の
か
」
と
い

う
が
、（『
多
武
峯
記
』
に
あ
る
）
大
窪
寺
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
の
人
皇
四
十
代
天
武
天
皇
の
朱
鳥
元
年
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（
六
八
六
）
八
月
一
日
条
に
「
檜
隈
寺
・
軽
寺
・
大
窪
寺
各
封
百
戸
」
と
あ
り
、
旧
郡
の
も
と
大
窪
村
と
称
す

る
田
地
の
字
に
東
金
堂
・
西
金
堂
・
霊
堂
・
南
堂
垣
内
・
北
堂
垣
内
・
塔
ノ
垣
内
・
門
田
・
下
庄
・
寺
内
ノ
北

方
・
寺
堤
・
家
原
田
・
松
原
・
官
ノ
東
方
・
官
ノ
西
方
・
官
ノ
後
等
と
称
し
、
同
所
西
続
の
田
地
は
す
で
に
み

た
四
条
村
・
小
泉
堂
村
領
で
あ
っ
た
が
、
田
の
字
に
南
ノ
不
動
・
北
ノ
不
動
・
寺
内
・
院
田
・
塚
ノ
坪
と
い
う

所
も
あ
り
、
昔
は
大
窪
村
の
敷
地
で
堂
・
塔
・
伽
藍
が
全
て
備
わ
っ
た
所
で
、『
多
武
峯
記
』
に
拠
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
天
正
の
頃
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
は
荒
廃
し
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
に
こ
こ
に
国
源
寺
を
造

立
し
、
開
祖
は
多
武
峯
八
代
目
検
校
泰
善
と
い
う
僧
で
荒
陵
鎮
祭
し
て
毎
年
三
月
十
一
日
の
国
忌
に
法
事
を
勤

行
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
衰
退
に
及
ん
だ
も
の
か
。

Ｊ
（『
越
智
家
譜
』）

　
『
越
智
家
譜
』
に
「
人
皇
第
六
十
四
円
融
院
の
御
世
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
八
月
に
〔
越
智
家
十
二
代
目
〕

越
智
右
馬
頭
藤
原
親
家
三
男
光
恵
法
眼
が
国
源
寺
を
造
立
し
中
興
開
基
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
今
日
で
は
同
寺

の
観
音
堂
一
宇
が
残
り
、
傍
ら
に
庫
裏
・
小
社
が
あ
る
の
み
で
表
門
も
な
く
境
内
も
寂
し
く
な
っ
て
い
る
。
京

都
知
恩
院
流
浄
土
宗
和
州
高
市
郡
五
位
村
称
名
院
兼
住
で
同
院
の
末
寺
で
あ
る
。
な
お
前
に
み
た
古
絵
図
で

は
、
国
源
寺
の
観
音
堂
は
神
武
帝
の
祠
宮
の
傍
に
あ
り
今
日
の
場
所
に
当
る
の
で
他
所
か
ら
遷
っ
た
の
で
は
な

い
と
聞
く
の
で
、
右
の
五
位
村
の
称
名
院
に
糺
し
た
が
、
神
武
帝
の
塔
・
廟
や
祠
宮
を
他
か
ら
遷
し
た
と
は
旧

記
に
み
え
ず
聞
き
伝
え
も
一
切
な
い
と
い
う
の
で
、
本
文
に
み
た
考
え
は
用
い
難
い
と
存
じ
奉
る
。
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Ｋ
（『
卯
花
日
記
』）

　
『
卯
花
日
記
』
に
、
こ
の
書
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
五
月
に
津
川
長
道
と
い
う
者
が
著
し
た
も
の
で

あ
る
が
、「
神
武
天
皇
陵
を
拝
も
う
と
ま
ず
四
条
村
の
塚
根
山
に
詣
で
た
〔
略
〕」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
塚
根

山
」
は
す
で
に
述
べ
た
四
条
村
・
小
泉
堂
村
の
「
塚
山
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
こ
の
塚
は
あ
ま
り
に
狭
小
で
天

皇
の
御
陵
と
は
見
え
な
い
。〔
略
〕
自
分
は
若
い
頃
か
ら
こ
の
こ
と
を
疑
い
古
書
を
探
し
里
の
翁
に
尋
ね
た
が
、

ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
ず
た
だ
不
思
議
に
思
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。〔
略
〕
畝
火
山
の
東
北
の
麓
に
洞
村
が
あ

る
。
こ
の
里
は
山
本
村
の
枝
郷
で
「
穢
多
」
が
住
む
。
こ
の
村
の
神
祠
に
詣
で
る
が
祭
神
は
不
確
か
で
、
里
人

に
尋
ね
る
と
「
生
玉
」
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
山
を
登
り
道
も
な
い
険
し
い
坂
を
越
え
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
尋
ね
る

と
、
こ
の
山
の
東
北
の
「
尾
上
」
に
松
が
高
く
茂
る
と
て
も
高
い
所
が
あ
る
。
里
人
は
「
白
土
の
ハ
ナ
」
ま
た

は
「
岩
ハ
ナ
」
と
い
う
。〔
略
〕
見
渡
す
と
何
と
な
く
御
陵
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
こ
こ
に
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
も
の
の
そ
れ
で
も
「
旧
（
明
）證

」
は
な
く
こ
の
山
を
南
に
下
り
畝
火
村
に
行
っ
た
。〔
略
〕

あ
の
村
長
の
翁
で
字
を
甚
兵
衛
と
い
う
者
が
帰
っ
て
く
る
の
に
会
っ
た
。〔
略
〕
そ
し
て
老
人
に
神
武
天
皇
の

御
陵
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
翁
は
、
こ
の
御
陵
は
塚
根
山
と
古
く
か
ら
申
し
伝
え
公
に
も
そ
う
決
め
た
の

で
外
に
何
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
付
近
の
翁
な
ど
も
何
や
ら
今
の
所
は
違
う
と
い
う
者
も
な
く
は
な
い
、

と
い
う
。
そ
れ
な
ら
こ
の
山
の
中
の
字
に
も
し
か
し
た
ら
「
か
し
の
尾
」「
白
か
し
」
等
と
い
う
所
は
な
い
か

と
問
う
と
、
翁
が
い
う
に
は
、
こ
の
畝
火
山
は
東
は
北
か
ら
南
へ
回
る
と
み
な
畝
火
村
領
で
、
南
西
は
真
名
子
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谷
の
辺
り
ま
で
こ
の
村
の
領
分
で
あ
る
。
北
は
洞
村
か
ら
山
本
村
領
で
、
西
北
の
嵎
は
慈
明
寺
村
領
で
そ
の
西

は
大
谷
村
の
領
、
西
南
は
吉
田
村
の
領
で
あ
る
。
畝
火
村
の
範
囲
は
と
て
も
広
い
。
こ
の
山
の
北
の
端
東
の
嵎

に
「
白
か
し
」
と
い
う
所
は
あ
る
。
そ
れ
な
ら
山
道
を
歩
い
て
道
を
教
え
て
く
れ
と
〔
略
〕
翁
に
従
っ
て
行
く

と
、
こ
の
山
の
東
の
大
道
を
ひ
た
す
ら
北
へ
行
き
北
の
嵎
の
洞
村
の
上
に
竹
藪
が
あ
る
所
を
教
え
、
こ
こ
こ
そ

が
「
白
か
し
」
と
い
う
所
で
あ
る
。
畝
火
村
と
山
本
村
と
の
領
の
境
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
は
先
に
見
た

「
白
土
の
ハ
ナ
」
ま
た
は
「
岩
鼻
」
と
い
う
所
で
あ
る
。
ま
た
付
近
の
村
里
で
「
郷
踊
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り

「
畝
火
の
神
」
へ
の
願
い
事
が
満
願
に
な
る
と
村
々
か
ら
人
が
出
て
「
大
踊
」
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
年
ご
と

に
あ
る
の
で
は
な
い
が
二
十
～
三
十
年
の
内
に
は
必
ず
あ
る
。
そ
の
時
は
こ
こ
で
踊
る
の
が
古
く
か
ら
の
例
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
有
様
は
山
に
添
っ
て
少
し
平
地
が
あ
る
所
で
い
か
に
も
昔
の
宣
命

所
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
い
よ
い
よ
こ
こ
に
違
い
な
い
と
決
め
た
。
後
世
の
陵
は
皆
南
面
で
北
に
高
く
御
陵
を

築
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
世
に
は
そ
の
よ
う
な
定
め
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
山
の
様
子
に
応
じ
て
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
出
来
た
の
で
あ
る
。〔
略
〕
こ
の
陵
か
ら
塚
根
山
ま
で
は
僅
か
五
～
六
丁
を
隔
て
る
が
、
そ
の

間
に
川
筋
が
二
筋
も
あ
り
昔
か
ら
「
尾
上
」
と
い
う
よ
う
な
所
で
は
な
い
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
に
「
東
北
」

と
さ
れ
る
の
に
も
『
古
事
記
』
に
「
畝
傍
山
の
北
白
檮
尾
上
」
と
あ
る
の
に
も
よ
く
合
う
。
塚
根
山
は
全
く
違

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
塚
根
山
は
何
な
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
昔
の
身
分
の
高
い
人
の
塚
で
あ
ろ
う
。〔
略
〕

天
皇
の
御
陵
と
い
う
の
は
全
く
違
う
」
と
い
う
が
、
こ
の
本
文
に
畝
火
山
内
の
「
字
白
土
の
ハ
ナ
」
ま
た
は
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「
イ
ワ
ハ
ナ
」
と
い
う
の
は
、
洞
村
の
東
端
か
ら
畝
火
神
宮
へ
の
参
詣
路
の
東
北
で
、
こ
の
路
の
南
か
ら
同
（
畝

火
）
山
の
字
丸
山
の
続
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
指
し
て
「
御
山
陵
」
と
い
っ
た
の
か
。
ま
た
は
通
路
筋
か
ら
「
巽
」

（
東
南
）
の
丘
を
い
う
の
か
。
両
方
と
も
「
白
土
ハ
ナ
」
の
続
で
、
天
皇
を
葬
っ
た
所
は
ど
ち
ら
か
と
明
確
に

は
わ
か
ら
な
い
。
か
つ
畝
火
村
の
甚
兵
衛
が
「
白
土
鼻
」
を
「
白
か
し
」
と
い
っ
た
の
は
、（
津
川
）
長
道
が

尋
ね
た
の
に
答
え
て
「
白
か
し
」
と
附
会
の
こ
と
を
答
え
た
の
か
。
ま
た
は
、
上
古
の
畝
火
山
の
東
北
は
総
じ

て
広
く
白
檮
原
の
都
の
附
属
の
地
で
「
白
檮
原
」「
白
檮
尾
上
」
と
い
っ
た
の
を
言
葉
を
略
し
た
り
誤
っ
て
伝

え
た
り
し
て
「
白
か
し
」
と
称
し
た
の
か
。
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。
も
っ
と
も
同
所
は
小
さ
な
平
地
な
の
で

「
御
山
陵
」
の
宣
命
所
と
も
決
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
険
阻
の
地
も
天
変
に
よ
り
土
砂
が
崩

れ
落
ち
て
平
地
の
よ
う
に
な
っ
た
所
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
或
は
か
つ
て
村
人
が
「
満
願
踊
」
の
場
所
を
少
し

平
に
開
い
た
も
の
か
。
ど
ち
ら
と
も
分
か
ら
な
い
の
で
、「
明
證
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
存
ず
る
。

Ｌ
（
北
浦
定
政
の
説
）

　

北
浦
定
政
の
説
に
、「『
山
陵
志
』
に
、
神
武
陵
は
畝
火
山
の
東
北
の
嵎
の
洞
村
の
上
に
あ
る
御
陵
山
と
い
う

所
と
い
う
が
、
今
洞
村
に
行
っ
て
尋
ね
る
と
御
陵
山
や
御
霊
山
等
と
い
う
地
名
を
知
る
人
は
い
な
い
。
但
し
洞

村
の
上
に
字
丸
山
と
よ
ぶ
古
墳
が
あ
る
。〔
古
く
御
陵
・
御
霊
山
な
ど
と
よ
ん
だ
の
は
こ
の
丸
山
の
こ
と
か
。〕

側
に
神
功
皇
后
〔
ま
た
は
太
玉
命
、
ま
た
は
生
玉
命
〕
の
小
社
が
あ
る
。〔
古
く
は
神
武
社
で
あ
っ
た
の
を
後

世
に
神
功
社
と
伝
え
誤
っ
た
か
。
こ
の
社
の
祭
礼
は
九
月
十
二
日
で
あ
る
。
則
ち
神
武
天
皇
を
畝
火
山
の
東
北
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に
葬
っ
た
月
日
に
あ
た
る
。〕
こ
の
丸
山
は
上
古
の
陵
制
に
も
『
日
本
書
紀
』
に
「
東
北
」
に
あ
る
と
す
る
の

に
か
な
い
、『
古
事
記
』
に
「
白
橿
の
尾
上
」
と
あ
る
の
に
も
よ
く
か
な
う
の
で
、
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
い
う
が
、
本
文
に
丸
山
と
い
う
の
は
、
前
出
の
山
本
村
領
山
手
小
物
成
の
高
一
石
六
升

九
勺
の
内
に
同
村
枝
郷
洞
村
の
「
穢
多
」
の
住
居
か
ら
約
五
間
余
り
離
れ
た
高
さ
お
よ
そ
四
間
広
さ
お
よ
そ
東

西
八
間
南
北
十
二
間
で
山
の
根
に
鳥
居
と
小
社
が
あ
る
。
つ
ま
り
畝
火
神
宮
神
主
の
高
市
郡
大
谷
村
の
播
磨
は

今
般
小
社
の
神
号
を
取
り
調
べ
て
、
生
玉
社
に
違
い
な
く
同
社
の
棟
札
に
「
奉
生
玉
明
神
造
営
息
災
延
命
福
貴

祈
所
也
寛
文
八
年
申
（
一
六
六
八
）
九
月
日
吉
日
願
主
敬
白
云
々
」
と
あ
り
、
近
頃
は
「
穢
多
」
も
信
仰
し
、

毎
年
九
月
十
三
日
は
畝
火
神
宮
祭
礼
で
、
郷
中
の
村
人
が
野
業
を
休
む
の
で
、「
穢
多
」
も
同
様
に
生
玉
社
へ

造
酒
・
燈
明
等
を
献
備
し
て
祭
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
畝
火
神
宮
の
相
殿
に
神
功
皇
后
を
祭
っ

て
い
る
の
で
、
他
所
か
ら
の
参
詣
人
の
中
に
は
こ
れ
を
聞
き
伝
え
、
自
分
の
推
察
で
生
玉
社
を
猥
り
に
神
功
社

と
誤
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
郷
中
・
郷
村
で
は
先
年
か
ら
今
に
至
る
ま
で
生
玉
社
と
い
い
神
功
社
と

は
い
わ
な
い
と
い
う
。
棟
札
の
神
号
と
合
致
す
る
の
で
、
神
武
社
を
神
功
社
に
誤
っ
て
伝
え
た
こ
と
は
な
く
、

同
社
の
祭
日
は
九
月
十
三
日
で
神
武
帝
が
葬
ら
れ
た
日
と
は
違
っ
て
い
て
（
こ
こ
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と

の
）
確
か
な
証
拠
（「
明
證
」）
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
存
じ
奉
る
。

Ｍ
（『
日
本
書
紀
』）

『
日
本
書
紀
』
に
は
こ
の
書
に
つ
い
て
、
勅
を
奉
じ
て
一
品
舎
人
親
王
・
従
四
位
下
大
朝
臣
安
麿
・
儒
士
紀
朝
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臣
清
人
等
が
〔
四
十
四
代
〕
元
正
帝
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
五
月
に
奏
上
し
た
こ
と
が
『
続
日
本
紀
』
に
み

え
る
。（
そ
こ
に
は
、）「
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
神
武
天
皇
、
七
十
有
六
年
春
三
月
甲
午
朔
甲
辰
天
皇
崩
于
橿
原

宮
、
明
年
秋
九
月
乙
卯
朔
丙
寅
葬
畝
火
山
東
北
陵
云
々
」
と
あ
る
。

Ｎ
（『
延
喜
式
』）

『
延
喜
式
』
に
は
こ
の
書
に
つ
い
て
、
延
喜
帝
（
醍
醐
天
皇
）
の
勅
を
奉
じ
て
左
大
臣
藤
原
時
平
公
が
撰
輯
し

た
が
途
中
で
薨
去
し
、
貞
信
公
忠
平
等
が
続
け
て
撰
し
た
と
い
う
こ
と
が
跋
文
に
み
え
る
。（
そ
こ
に
は
、）「
畝

火
山
東
北
陵
、
畝
傍
橿
原
宮
御
宇
、
神
武
天
皇
在
大
和
国
高
市
郡
兆
域
東
西
一
丁
南
北
二
丁
守
戸
五
烟
云
々
」

と
あ
る
。

Ｏ
（『
古
事
記
』）

『
古
事
記
』
に
は
こ
の
書
に
つ
い
て
、〔
四
十
三
代
〕
元
明
帝
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
九
月
十
八
日
勅
を
奉
じ
て

大
朝
臣
安
麿
が
稗
田
阿
礼
と
い
う
人
が
胸
中
に
記
憶
し
て
い
た
「
勅
語
」「
旧
辞
」
を
口
述
し
た
も
の
を
纂
修

し
て
献
上
し
た
こ
と
が
「
序
文
」
に
み
え
る
。（
そ
こ
に
は
、）「
神
倭
伊
波
礼
毗
古
天
皇
御
陵
在
畝
火
山
之
北

方
白
梼
尾
上
也
云
々
」
と
あ
る
。

Ｐ
（
元
禄
の
修
陵
①
）

元
禄
丁
丑
十
年
（
一
六
九
七
）
九
月
十
六
日
に
高
市
郡
四
条
村
・
小
泉
堂
村
の
役
人
が
差
し
出
し
た
書
面
に

「
御
陵
字
塚
山
を
神
武
天
皇
の
御
廟
と
村
人
は
申
し
伝
え
て
い
る
」
と
の
記
述
を
引
き
、
こ
の
申
し
立
て
を
京
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都
所
司
代
に
注
進
し
、（
神
武
天
皇
陵
を
）
塚
山
に
決
め
た
の
で
あ
り
、
そ
の
際
山
本
村
の
役
人
は
、
畝
火
村

の
丸
山
と
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
小
丘
等
に
つ
い
て
申
し
立
て
な
か
っ
た
の
で
別
段
取
り
調
べ
は
な
か
っ
た
が
、

『
古
事
記
』
に
「
白
梼
尾
上
」
と
あ
る
地
と
は
違
う
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
み
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ

り
一
定
し
な
か
っ
た
。

Ｑ
（
地
形
の
変
化
）

す
べ
て
丘
陵
の
あ
り
様
は
昔
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
天
変
で

峰
の
頂
が
崩
れ
欠
け
ま
た
は
兵
乱
で
居
城
が
築
か
れ
溝
や
池
が
穿
た
れ
、
太
平
の
世
に
は
神
社
や
仏
閣
を
建
造

す
る
た
め
の
用
土
に
山
岳
の
四
方
を
毀
し
取
り
或
い
は
村
の
別
荘
や
田
畑
に
開
地
し
、
今
日
で
は
「
山
嵎
」「
尾

上
」
と
見
受
け
ら
れ
る
所
が
か
つ
て
の
「
山
嵎
」「
尾
上
」
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
丘
陵
の
半
ば
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
が
現
在
の
麓
に
な
っ
て
い
て
、
暫
く
の
間
に
山
峰
や
丘
陵
が
平
地
の
田
畑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
頃

で
は
多
く
あ
る
。
ま
し
て
人
皇
初
代
か
ら
こ
の
頃
に
及
ぶ
年
月
の
間
に
そ
の
位
の
変
化
が
無
か
っ
た
と
は
い
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ｒ
（
地
名
）

な
お
考
え
る
と
、
大
和
国
の
帝
陵
の
内
で
「
中
山
塚
」「
石
塚
」「
段
々
塚
」「
塚
之
切
」
と
い
う
所
も
あ
る
の

で
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
恐
ら
く
後
世
の
字
名
で
、
四
條
村
・
古
（
小
）泉

堂
村
・
山
本
村
・
大
窪
村
領
の
続
で

「
古
墳
」
が
あ
る
所
を
山
本
村
で
は
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」、
四
条
村
・
古
泉
堂
村
で
は
「
塚
山
」、
大
窪
村
で
は
「
桜
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見
塚
」
と
称
す
る
の
で
、
同
所
の
古
検
地
帳
や
水
帳
で
も
（「
古
墳
」
の
呼
称
の
）
区
別
（「
差
別
」）
が
あ
る

と
聞
く
の
で
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
は
「
御
山
陵
」
の
訛
で
あ
り
「
帝
陵
」
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
古
神

武
帝
以
前
に
大
隅
国
の
埃
山
陵
・
高
屋
山
上
陵
・
吾
平
山
上
陵
は
い
ず
れ
も
「
高
大
」
の
地
所
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
神
武
帝
を
葬
っ
た
時
に
は
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
地
も
畝
火
山
の
続
の
高
丘
に
あ
っ
た
も
の

が
追
々
毀
し
取
ら
れ
欠
け
縮
ん
で
開
地
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
現
在
で
は
平
地
同
様
の
田
畑
・
小
丘
・

芝
原
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
約
東
西
一
丁
・
南
北
二
丁
の
場
所
で
、『
延
喜
式
』
の
兆
域
に
合
せ

て
み
る
と
周
囲
の
田
地
か
ら
際
ま
で
約
二
～
三
尺
土
地
が
高
く
、
殊
に
数
十
年
来
村
人
に
は
恐
怖
の
場
所
で
あ

り
、
そ
の
傍
の
小
さ
な
川
は
神
武
田
川
と
も
称
さ
れ
、
上
古
畝
火
山
か
ら
塚
山
迄
も
尾
の
よ
う
に
裳
が
出
て
、

白
梼（
橿
）の

樹
が
茂
る
の
で
付
け
た
字
を
「
白
梼
尾
上
」
と
称
し
、
そ
の
東
西
両
側
は
洞
苔
・
洞
水
等
で
窪
ん
だ
土

地
で
あ
り
、
丘
峰
を
東
西
の
二
方
に
毀
し
取
り
、
西
方
は
田
畑
が
あ
り
、
東
方
は
堂
・
塔
・
伽
藍
が
建
立
さ

れ
、
何
分
低
い
土
地
な
の
で
大
窪
寺
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
書
紀
』
天
武
帝
の
巻
朱
鳥
元
年

（
六
八
六
）
に
「
檜
隈
寺
・
軽
寺
・
大
窪
寺
各
封
百
戸
、
限
三
十
年
云
々
」
と
あ
り
、
建
立
の
年
月
の
記
載
は

な
い
が
朱
鳥
元
年
以
前
に
大
窪
寺
が
建
立
さ
れ
た
際
に
は
き
っ
と
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
や
「
塚
山
」
の
「
長
石
」

を
棺
石
の
「
基
築
」
と
し
て
運
搬
し
、
ま
た
は
陵
墓
の
域
内
の
地
を
境
内
に
取
り
込
み
、
仏
法
が
興
隆
し
帝
陵

が
衰
微
し
た
延
喜
年
間
（
九
〇
一
～
二
三
）
に
東
西
一
丁
南
北
二
丁
の
兆
域
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
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Ｓ
（
国
源
寺
）

そ
の
後
大
窪
寺
が
廃
さ
れ
る
に
及
ん
で
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
に
国
源
寺
が
建
立
さ
れ
、
境
内
に
神
武
天
皇
の

祠
宮
と
堂
・
塔
・
僧
院
も
が
建
て
ら
れ
、
そ
れ
以
後
同
寺
が
衰
廃
し
、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
に
再
建
さ
れ

な
お
ま
た
衰
廃
に
及
び
、
終
に
帝
陵
（
神
武
天
皇
陵
）
を
も
取
り
毀
し
、
今
日
の
よ
う
に
荒
野
や
農
家
に
な

り
、
大
窪
寺
や
国
源
寺
等
の
遺
跡
は
大
窪
村
と
称
し
、
神
武
天
皇
の
祠
宮
と
観
音
堂
一
宇
と
そ
の
他
は
堂
・
塔

の
礎
石
の
み
が
残
り
帝
陵
は
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」「
神
武
田
」
と
称
し
、
全
体
と
し
て
平
地
に
な
っ
た
の
は
千
年

も
開
地
し
た
た
め
な
の
か
。

Ｔ
（
畝
火
神
宮
所
蔵
の
古
絵
図
）

畝
火
神
宮
所
蔵
の
古
絵
図
に
畝
火
山
南
面
の
尾
の
上
に
あ
る
寺
院
も
今
日
平
地
の
田
畑
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
田
の
字
の
字
名
を
「
満
願
院
」
と
い
う
の
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
気
が
付
か
ず
に
今

日
の
形
を
み
て
白
梼
の
尾
上
に
合
わ
な
い
な
ど
と
「
區
説
」
し
て
い
る
が
、
今
日
に
小
丘
が
残
っ
て
い
る
上
に

「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
字
名
は
古
検
地
帳
に
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
の
で
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
字
名
は
神
武
天

皇
陵
で
あ
ろ
う
と
存
じ
奉
る
。

Ｕ
（
元
禄
の
修
陵
②
）

元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
四
条
村
・
小
泉
堂
村
の
塚
山
を
神
武
天
皇
御
廟
と
伝
え
る
の
は
、
も

と
も
と
神
武
帝
の
皇
后
の
塚
山
と
い
う
の
を
村
人
が
言
葉
を
略
し
た
り
謬
っ
て
伝
え
た
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
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二

あ
ろ
う
か
。「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
小
丘
か
ら
塚
山
ま
で
約
三
丁
半
離
れ
て
い
て
、
そ
の
傍
の
田
を
「
塚
坪
」
と

古
検
帳
に
記
し
て
あ
る
の
で
、
上
古
に
は
帝
陵
の
域
内
と
も
い
う
べ
き
続
地
で
あ
っ
た
の
か
。
（
綏
）靖

天
皇
元

年
以
後
に
媛
蹈
鞴
五
十
鈴
媛
皇
太
后
を
葬
っ
た
墓
地
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
書
紀
』
に
は
こ
の
こ
と
が
脱
落
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｖ
（
洞
村
の
伝
承
）

な
お
ま
た
畝
傍
山
内
の
丸
山
を
洞
村
の
「
穢
多
」
が
伝
え
る
に
は
「
御
殿
跡
」
と
称
し
て
い
る
。
彼
等
の
い
う

こ
と
で
は
あ
る
が
古
人
の
口
碑
で
あ
る
か
ら
好
事
家
の
虚
説
か
ら
出
て
取
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
か
つ

神
武
天
皇
は
在
位
七
十
六
年
の
三
月
十
一
日
に
崩
御
し
翌
年
九
月
十
二
日
に
葬
ら
れ
同
日
ま
で
は
丸
山
に
殯
御

殿
を
造
作
し
御
棺
を
安
置
し
た
旧
跡
を
略
言
し
て
申
し
伝
え
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｗ
（「
札
の
場
所
縄
引
」）

こ
の
度
丸
山
の
頂
上
が
一
畝
二
十
六
歩
二
厘
五
毛
の
内
小
物
成
の
高
の
内
三
合
八
勺
七
銭
は
「
札
の
場
所
縄

引
」
と
し
て
お
い
た
。
追
っ
て
竹
垣
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
と
存
ず
る
。

Ｘ
（
祭
祀
）

こ
の
他
畝
火
山
の
東
北
に
陵
墓
は
な
く
、
こ
の
度
神
武
帝
陵
内
か
と
御
沙
汰
が
あ
っ
た
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
ま
た

は
「
神
武
田
」
と
称
す
る
地
は
、「
御
尊
骸
」
を
葬
っ
た
「
御
山
陵
」
と
思
わ
れ
る
の
で
、
右
の
「
ミ
サ
ン
サ

イ
」
の
地
を
「
御
神
体
」
と
し
て
畝
火
山
の
浄
土
で
鎮
祭
さ
せ
、
お
よ
そ
中
央
の
高
さ
二
間
ば
か
り
に
積
み
立
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て
桜
木
を
植
え
、
そ
の
廻
り
は
筋
練
塀
に
し
て
前
に
黒
木
鳥
居
と
土
堤
の
御
拝
所
を
取
り
建
て
、
兆
域
は
東
西

一
丁
・
南
北
二
丁
に
取
り
極
め
生
垣
で
囲
む
も
の
と
存
じ
奉
る
。
尤
も
神
主
は
白
川
・
吉
田
両
家
の
内
に
人
撰

を
仰
せ
付
け
右
の
境
内
に
神
主
宅
を
取
り
立
て
、
聊
か
で
も
御
扶
持
米
も
下
さ
れ
ば
相
続
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
存
じ
奉
る
。
さ
て
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
等
の
地
は
神
保
三
千
次
郎
の
知
行
所
な
の
で
、
御
引
上
げ
の
上

は
、
御
料
所
の
内
か
ら
代
地
に
て
も
下
さ
れ
る
か
に
つ
き
同
人
に
御
達
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
仰
せ
上
げ
ら
れ

る
こ
と
と
存
じ
奉
る
。

Ｙ
（
奥
書
）

右
の
通
り
な
の
で
、
別
紙
に
絵
図
面
を
添
え
て
申
し
上
げ
る
。
以
上
。

卯
（
安
政
二
年
〔
一
八
五
五
〕）
四
月�

中
條
良
蔵

羽
田
謙
左
衛
門

羽
田
半
之
丞

（
註
）

・
本
稿
に
お
け
る
引
用
・
参
照
等
の
便
宜
の
た
め
に
Ａ
～
Ｙ
に
章
立
て
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
続
く
（　

）
内
に
題
を
つ
け
た
。

す
な
わ
ち
、
Ａ
～
Ｙ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
（　

）
内
は
原
史
料
に
は
な
い
。

・〔　

〕
内
は
、『
書
附
』
の
原
文
で
は
割
註
等
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。「　

」
は
、『
書
附
』
の
文
言
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て

い
る
部
分
、
お
よ
び
他
の
文
献
が
『
書
附
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
の
現
代
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。（　

）
内
は
、『
書
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附
』
の
理
解
を
容
易
に
し
あ
る
い
は
正
確
に
す
る
た
め
に
著
者
の
判
断
で
補
っ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

・
適
宜
、
句
読
点
や
中
黒
等
を
補
っ
た
。

〔
註
記
〕

　
『
書
附
』
の
翻
刻
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
よ
る
許
可
（「
宮
内
書
発
第
一
一
〇
九
号
」〔
令
和
五
年
九
月
二
十
六
日
〕）
を
得

た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

　

本
稿
は
令
和
五
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
「
神
武
田
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
に
対
す
る
「
異
説
」
に
つ
い
て
の
研

究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
本
稿
に
引
用
し
た
史
料
中
に
は
、「
穢
多
」
等
の
い
わ
れ
の
な
い
身
分
に
つ
い
て
の
差
別
に
関
す
る
文
言
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
当
時
の
時
代
・
社
会
意
識
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
史
料
と
し
て
の
性
格
上
そ
の
ま
ま

と
し
た
。
著
者
に
不
当
な
身
分
差
別
を
い
さ
さ
か
で
も
助
長
す
る
意
図
は
全
く
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
明
言
す
る
。


